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内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局

政府関係機関の地方移転に係る対応方針（案）

１ 今般の政府関係機関の地方移転の目的を踏まえた検討の基本方針

今般の政府関係機関の地方への移転の取組は、「まち・ひと・しごと

創生総合戦略（平成26年12月27日閣議決定）」に基づき、東京一極集中

を是正する観点から、道府県等からの提案を踏まえ検討を行うものであ

る。

検討にあたっては、提案された機関の移転について、地域の発展の観

点から「しごと」と「ひと」の好循環の促進に資するものかという点と

ともに、政府機関としての機能の維持向上が図られるかや移転に伴う組

織・費用の肥大化を招かないかなどという点も総合的に考慮することが

重要となる。

このため、①全国の中で、なぜそこに行くのか、②その機関が移転す

ることによって地域の発展につながるか、③そこに移転することによっ

て、その機関のミッションを踏まえ、全国を対象とした国の機関として

の機能の維持、向上が期待できるか、④地域における自治体・民間等が

どのような協力・受入体制を用意するか、といった点について、国の新

たな財政負担は極力抑制し、組織・人員の拡充方向が出されているもの

以外は肥大化を抑制することを前提に、道府県等からの提案を、できる

だけ道府県等の立場に立って検討を進めた。

その際、研究機関、研修機関、中央省庁では、機関の性格上、検討の

視点が大きく異なることから、上記の共通的な観点を前提に、それぞれ

以下の方針で検討を行った。

（１）研究機関

それぞれの機関のミッションを踏まえ、地域イノベーション創出の可

能性や研究成果の地域産業への波及が期待できるかとの観点から、国の

機関としての機能を維持・向上することができるかという点を勘案しつ

つ検討を行った。

具体的には、①研究機関や研究者の能力や民間の技術力の現状・今後

の見通し、②移転先における産学連携体制、研究施設の整備状況、地元

自治体の支援体制等を踏まえて、その地に移転することにより、地域の
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公設試、大学、民間との連携による地域イノベーションの創出が期待で

きるかの観点を基本としつつ、その地域のみならず国全体として研究能

力の確保・向上が見込めるもの（研究分野・内容等を個々具体に検討）

については、移転に伴う懸念事項（研究集積のメリットの喪失、現在の

研究連携の喪失、優秀な研究者の流出、コストの増大等（特につくばの

研究機関においては、この観点を重視））に留意しながら、組織全体の

移転以外にも機能の移転の様々な方法についても検討した。

（なお、上記の機能移転の方法としては、例えば、クロスアポイントメ

ント制度を活用した研究者の移転、研究連携拠点の形成、既にある研究

機関の地方拠点の拡充、共同研究の組成などが挙げられる。）

（具体的には、11 月 6 日有識者会議資料５参照）

（２）研修機関等

それぞれの研修等の目的・対象ごとに、研修の効果及び効率性を損な

わないことができるかとの観点を基本としつつ、研修をその地で行うこ

とによる研修への付加価値等を勘案して検討した。

具体的には、主に中央省庁の職員を対象として当該省庁職員が講師と

なることが多い研修等については、当該省庁の近隣以外の立地で効果・

効率の確保・向上は期待しにくい一方、研修等の対象者として、全国か

ら受講生を集めるものについては、受講者の利便性が著しく損なわれな

いこと、研修効果を維持できるだけの講師が確保できること（講師の利

便性が著しく損なわれないこと）の観点を基本とし、その地域ならでは

の研修内容（全国的にみて優れた取組として認知され、かつ全国に汎用

性のあるもの）を勘案して検討した。

また、研究機器や特殊な施設を必要とする研修等については、地域に

おいて研修等に必要な施設の用意があるものについて移転を検討した。

なお、全部移転が適当でない場合においても、自治体・民間等の協力

・受入体制の用意等により国費の増高を抑制しつつ、研修等の一部につ

いては ICT の活用等により同等の効果が期待できるもの又はその地域な

らではの価値の高い研修内容の説明が可能なものは、地方での研修等の

一部実施について検討を行った。

２ 道府県等からの提案に対する考え方と今後の進め方

① １の検討の基本方針に基づき、道府県等からの提案について、事務
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局ヒアリング及び道府県等と関係省庁等との意見交換を踏まえ、「具体

的検討を進める提案」とされたもの（別紙１）については、具体化に

向けた論点・検討課題を中心に関係者間（提案道府県、関係市町村、

地元大学・研究機関等と、関係府省庁、対象機関等）で更なる詳細な

検討を行い、これを踏まえて今年度末までに成案を得ることを目指す。

なお、これに該当することとされなかった「別紙１以外の提案」（別

紙２）についても、提示された論点を踏まえて地元受入体制等の用意

が図られ、具体的な検討に入ることを道府県が希望するものについて

は、引き続き検討を行う。また、地方創生の観点から意義のあるもの

については、各府省庁において可能な限り業務運営上の配慮がなされ

ることを求める。

② 今年度末に政府関係機関の地方移転の基本方針を決定するに当たっ

ては、地方創生に資する施策との連携、特に研究機関については、地

域の研究機関・民間等との連携による地域イノベーションの進展に資

するよう関係施策との連携について併せて検討する。

また、今後の政府関係機関の新設等に当たっては、真に東京圏内で

の立地が必要なものを除き、東京圏外での立地となるよう、各府省庁

の検討を求める。

③ 中央省庁に係る地方移転の検討については、別途、論点整理を踏ま

え、今年度末までに成案を得ることを目指す。
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整

理
や

産
学

連
携

に
関

す
る

兵
庫

県
の

十
分

な
受

け
入

れ
態

勢
の

整
備

の
見

通
し

な
ど

が
た

っ
た

場
合

に
は

、
産

学
連

携
の

強
化

等
の

可
能

性
に

つ
い

て
検

討
。

広
島

県
広

島
大

学
が

所
有

す
る

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
プ

ラ
ザ

を
活

用
し

た
ラ

イ
フ

サ
イ

エ
ン

ス
チ

ー
ム

の
誘

致

広
島

大
学

と
の

共
同

研
究

実
績

を
踏

ま
え

研
究

者
の

移
転

（
ク

ロ
ス

ア
ポ

イ
ン

ト
等

の
活

用
）
を

念
頭

に
、

研
究

連
携

体
制

を
構

築
。

広
島

大
学

と
対

象
機

関
と

の
こ

れ
ま

で
の

交
流

実
績

等
を

踏
ま

え
、

シ
ナ

ジ
ー

が
生

ま
れ

る
共

同
研

究
を

進
め

る
た

め
、

研
究

連
携

体
制

の
具

体
化

の
あ

り
方

を
検

討
。

福
岡

県
工

学
，

化
学

（
ナ

ノ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
，

有
機

エ
レ

ク
ト

ロ
ニ

ク
ス

）
な

ど
の

分
野

の
移

転
（
地

方
拠

点
の

新
設

）

九
州

大
学

・
福

岡
市

・
理

研
の

連
携

協
定

を
踏

ま
え

、
研

究
者

の
移

転
（
ク

ロ
ス

ア
ポ

イ
ン

ト
等

の
活

用
）
を

念
頭

に
、

研
究

連
携

体
制

の
構

築
。

理
研

・
九

大
・
福

岡
市

の
連

携
協

定
や

ト
ッ

プ
同

士
の

良
好

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
踏

ま
え

、
シ

ナ
ジ

ー
が

生
ま

れ
る

共
同

研
究

の
分

野
・
内

容
の

具
体

化
の

あ
り

方
に

つ
い

て
検

討
。

福
岡

県
疾

患
多

様
性

医
科

学
研

究
部

門
の

移
転

久
留

米
の

バ
イ

オ
分

野
の

強
み

や
環

境
整

備
の

優
位

性
を

活
か

し
、

共
同

研
究

テ
ー

マ
な

ど
研

究
協

力
の

在
り

方
を

検
討

す
る

協
議

の
場

の
設

置
。

対
象

機
関

は
、

提
案

地
域

で
の

研
究

者
レ

ベ
ル

で
の

交
流

や
共

同
研

究
の

実
績

が
ほ

ぼ
な

く
、

久
留

米
市

に
お

け
る

関
連

分
野

の
研

究
集

積
は

対
象

機
関

に
と

っ
て

魅
力

が
あ

る
状

況
と

は
い

え
な

い
も

の
の

、
対

象
地

域
に

は
バ

イ
オ

分
野

に
お

け
る

一
定

程
度

の
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
が

あ
る

た
め

、
共

同
研

究
テ

ー
マ

な
ど

研
究

協
力

の
具

体
化

に
向

け
た

可
能

性
に

つ
い

て
検

討
。

青
森

県
人

材
育

成
機

能
の

一
部

の
移

転
（
J
A

M
S
T
E
C

の
研

究
者

が
地

元
の

大
学

で
講

義
を

行
う

と
と

も
に

、
J
A

M
S
T
E
C

の
人

材
育

成
に

係
る

事
務

的
窓

口
を

移
転

）

現
在

あ
る

八
戸

工
業

大
学

と
の

連
携

協
定

を
発

展
さ

せ
、

海
洋

関
係

の
人

材
育

成
に

関
す

る
具

体
的

な
連

携
体

制
の

構
築

。

限
ら

れ
た

人
員

の
中

、
1
6
大

学
と

連
携

協
定

を
締

結
し

て
い

る
現

状
を

踏
ま

え
、

連
携

大
学

院
の

開
設

に
向

け
た

具
体

的
な

協
力

の
あ

り
方

に
つ

い
て

検
討

。

高
知

県
深

海
・
地

殻
内

生
物

圏
分

野
、

海
底

資
源

研
究

開
発

セ
ン

タ
ー

、
海

洋
生

命
理

工
学

研
究

開
発

セ
ン

タ
ー

、
地

震
津

波
海

域
観

測
研

究
開

発
セ

ン
タ

ー
の

一
部

移
転

高
知

コ
ア

セ
ン

タ
ー

等
を

活
用

し
た

具
体

的
な

研
究

連
携

体
制

の
在

り
方

の
可

能
性

を
検

討
す

る
た

め
の

協
議

の
場

の
設

置
。

対
象

機
関

の
「
海

洋
研

究
開

発
機

構
高

知
コ

ア
研

究
所

」
と

高
知

大
学

の
「
高

知
大

学
海

洋
コ

ア
総

合
研

究
セ

ン
タ

ー
」
で

共
同

運
営

す
る

「
高

知
コ

ア
セ

ン
タ

ー
」
等

を
活

用
し

た
具

体
的

な
研

究
連

携
の

可
能

性
に

つ
い

て
検

討
。

新
潟

県
国

立
健

康
・
栄

養
研

究
所

の
移

転
新

潟
大

学
魚

沼
基

幹
病

院
と

の
研

究
連

携
体

制
を

構
築

。

対
象

機
関

は
多

く
の

研
究

機
関

・
医

療
機

関
の

協
力

の
下

、
長

年
に

わ
た

り
疫

学
調

査
等

を
継

続
し

て
行

っ
て

お
り

、
移

転
す

る
と

そ
の

機
能

確
保

が
困

難
。

現
在

、
新

潟
県

に
は

、
栄

養
健

康
に

係
る

研
究

が
集

積
し

て
い

る
と

は
言

い
難

い
が

、
新

潟
大

学
を

中
心

と
し

た
コ

ホ
ー

ト
研

究
の

実
績

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

効
果

の
上

が
る

研
究

連
携

の
可

能
性

に
つ

い
て

検
討

。
た

だ
し

、
対

象
機

関
の

本
部

が
大

阪
に

あ
る

こ
と

や
、

独
立

行
政

法
人

改
革

等
に

関
す

る
基

本
的

な
方

針
を

踏
ま

え
、

大
阪

府
へ

の
移

転
を

優
先

検
討

。

大
阪

府
国

立
健

康
・
栄

養
研

究
所

の
移

転
移

転
地

に
は

連
携

可
能

な
研

究
機

関
が

あ
り

、
地

元
受

入
体

制
の

整
備

を
通

じ
て

、
移

転
に

よ
る

対
象

機
関

の
機

能
の

向
上

を
図

る
。

大
阪

府
に

は
（
独

）
医

薬
基

盤
・
健

康
・
栄

養
研

究
所

の
本

部
が

あ
り

、
対

象
地

に
国

立
循

環
器

病
研

究
セ

ン
タ

ー
が

移
転

す
る

こ
と

や
当

該
分

野
の

研
究

拠
点

も
あ

る
こ

と
を

踏
ま

え
、

機
能

の
確

保
や

、
移

転
に

伴
う

弊
害

の
最

小
化

の
工

夫
な

ど
地

元
受

入
体

制
の

確
保

を
前

提
に

移
転

に
つ

い
て

検
討

。

佐
賀

県
薬

用
植

物
資

源
研

究
セ

ン
タ

ー
筑

波
研

究
部

の
う

ち
、

薬
草

、
健

康
食

品
等

に
関

す
る

研
究

機
能

の
移

転

地
元

受
入

体
制

の
整

備
を

前
提

と
し

て
、

コ
ス

メ
テ

ィ
ッ

ク
構

想
へ

の
薬

用
研

の
可

能
性

等
、

連
携

協
定

を
締

結
し

、
研

究
連

携
体

制
を

構
築

。

対
象

機
関

は
つ

く
ば

の
研

究
機

関
。

薬
用

植
物

研
究

は
自

然
条

件
を

踏
ま

え
、

北
海

道
、

つ
く

ば
、

種
子

島
で

栽
培

試
験

を
実

施
し

て
お

り
、

つ
く
ば

で
栽

培
し

て
い

る
植

物
が

異
な

る
栽

培
環

境
（
気

候
、

気
温

、
地

質
等

）
で

生
育

し
な

い
懸

念
が

あ
り

、
ま

た
、

研
究

機
能

と
圃

場
と

は
一

体
的

な
も

の
で

あ
っ

て
研

究
機

能
の

一
部

移
転

も
困

難
で

あ
る

が
、

玄
海

町
薬

用
植

物
栽

培
研

究
所

、
九

州
大

学
を

は
じ

め
と

し
た

地
元

大
学

、
地

元
企

業
等

と
薬

用
研

と
の

研
究

連
携

の
可

能
性

に
つ

い
て

検
討

。

（
独

）
理

化
学

研
究

所
（
1
/
2
）

（
独

）
海

洋
研

究
開

発
機

構 (独
)医

薬
基

盤
・
健

康
・

栄
養

研
究

所

2
 /

 7
 ペ

ー
ジ



（
別

紙
１

）
具

体
的

検
討

を
進

め
る

提
案

対
象

機
関

 
提

案
道

府
県

提
案

の
概

要
提

案
の

ポ
イ

ン
ト

具
体

化
に

向
け

た
論

点
、

検
討

課
題

（
独

）
国

立
が

ん
研

究
セ

ン
タ

ー
山

形
県

メ
タ

ボ
ロ

ー
ム

研
究

分
野

（
遺

伝
医

学
研

究
分

野
）
の

研
究

拠
点

の
設

置
鶴

岡
市

の
支

援
を

踏
ま

え
た

慶
應

義
塾

大
学

と
の

共
同

研
究

に
係

る
研

究
連

携
体

制
の

構
築

。

慶
応

義
塾

大
学

先
端

生
命

科
学

研
究

所
が

有
す

る
世

界
的

な
メ

タ
ボ

ロ
ー

ム
解

析
技

術
を

我
が

国
の

が
ん

研
究

の
拠

点
で

あ
る

が
ん

研
究

セ
ン

タ
ー

に
役

立
た

せ
る

研
究

連
携

体
制

の
具

体
的

在
り

方
を

検
討

。

宮
城

県
開

発
調

査
セ

ン
タ

ー
の

移
転

「
宮

城
県

水
産

技
術

総
合

セ
ン

タ
ー

気
仙

沼
水

産
試

験
場

」
等

と
水

研
セ

ン
タ

ー
東

北
区

水
産

研
究

所
（
塩

釜
）
の

研
究

連
携

体
制

の
構

築

対
象

機
関

は
、

遠
洋

・
沖

合
漁

業
を

中
心

に
、

全
国

各
地

の
課

題
に

対
応

し
そ

れ
ぞ

れ
の

現
地

で
研

究
開

発
を

実
施

し
て

お
り

、
全

国
へ

の
移

転
に

よ
り

移
動

の
利

便
性

が
失

わ
れ

る
こ

と
の

デ
メ

リ
ッ

ト
が

大
き

い
。

2
8
年

度
以

降
本

格
稼

働
す

る
「
宮

城
県

水
産

技
術

総
合

セ
ン

タ
ー

気
仙

沼
水

産
試

験
場

」
等

と
水

研
セ

ン
タ

ー
東

北
区

水
産

研
究

所
（
塩

釜
）
を

拠
点

と
し

、
現

場
の

意
向

に
沿

っ
て

具
体

的
な

連
携

・
協

力
体

制
の

在
り

方
を

検
討

。

静
岡

県
本

部
、

中
央

水
産

研
究

所
、

開
発

調
査

セ
ン

タ
ー

の
移

転
地

域
の

産
学

官
連

携
組

織
へ

の
参

加
そ

の
他

研
究

連
携

体
制

の
構

築
。

地
域

の
産

官
学

に
よ

る
「
海

洋
産

業
ク

ラ
ス

タ
ー

協
議

会
」
に

参
加

し
、

共
同

研
究

、
海

洋
産

業
の

事
業

化
、

人
材

育
成

等
へ

の
具

体
的

な
連

携
・
協

力
体

制
の

在
り

方
を

検
討

。

福
井

県
「
海

洋
生

物
資

源
国

際
研

究
セ

ン
タ

ー
（
仮

称
）
」
の

新
設

と
併

せ
、

本
部

研
究

推
進

部
の

機
能

の
一

部
及

び
日

本
海

区
水

産
研

究
所

を
移

転

海
洋

生
物

資
源

国
際

研
究

セ
ン

タ
ー

の
開

設
に

向
け

、
具

体
的

な
連

携
・
協

力
の

構
築

。
平

成
3
0
年

度
の

開
設

を
目

指
し

て
い

る
「
海

洋
生

物
資

源
国

際
研

究
セ

ン
タ

ー
」
の

設
立

に
あ

た
っ

て
、

可
能

な
連

携
・
協

力
の

在
り

方
を

検
討

。

山
口

県
下

関
市

へ
の

経
営

経
済

研
究

セ
ン

タ
ー

、
資

源
管

理
研

究
セ

ン
タ

ー
、

水
産

物
応

用
開

発
研

究
セ

ン
タ

ー
の

移
転

水
産

総
合

研
究

セ
ン

タ
ー

が
下

関
市

に
あ

る
水

産
大

学
校

と
統

合
す

る
こ

と
を

契
機

に
、

相
乗

効
果

を
発

揮
す

る
た

め
の

取
組

を
実

施
。

対
象

機
関

が
下

関
市

に
あ

る
水

産
大

学
校

と
統

合
す

る
こ

と
を

契
機

に
、

相
乗

効
果

を
発

揮
す

る
た

め
の

取
組

を
実

施
。

そ
の

際
、

対
象

機
関

が
全

国
を

対
象

と
し

た
研

究
機

関
で

あ
る

こ
と

や
、

太
平

洋
海

域
を

対
象

と
し

た
研

究
分

野
も

あ
る

こ
と

等
に

鑑
み

、
地

元
等

と
の

連
携

体
制

の
検

討
と

併
せ

て
具

体
的

な
在

り
方

を
検

討
。

鳥
取

県
果

樹
研

究
所

の
一

部
機

能
（
梨

育
種

（
研

究
員

2
～

3
名

）
）

の
移

転

我
が

国
全

体
の

梨
研

究
を

担
っ

て
い

る
果

樹
研

究
所

と
、

西
日

本
・
日

本
海

側
の

拠
点

的
な

梨
生

産
県

で
あ

る
鳥

取
県

等
と

の
連

携
・
協

力
体

制
の

構
築

。

我
が

国
全

体
の

梨
研

究
を

担
っ

て
い

る
果

樹
研

究
所

と
、

西
日

本
・
日

本
海

側
の

梨
主

産
県

で
あ

る
鳥

取
県

に
立

地
す

る
同

県
試

験
場

、
鳥

取
大

学
と

の
間

で
、

国
全

体
と

し
て

の
研

究
能

力
が

高
ま

る
方

向
で

、
ど

の
よ

う
な

研
究

連
携

・
協

力
が

で
き

る
か

検
討

。

愛
知

県
花

き
研

究
所

の
移

転
県

農
業

試
験

場
東

三
河

研
究

所
と

の
連

携
・
協

力
体

制
の

構
築

。
花

き
生

産
全

国
一

位
の

愛
知

県
と

、
産

地
の

意
向

を
踏

ま
え

た
研

究
連

携
・
交

流
を

図
る

た
め

、
県

試
験

場
等

と
の

間
の

具
体

的
な

協
力

内
容

を
検

討
。

島
根

県
畜

産
草

地
研

究
所

の
草

・
餌

の
研

究
機

能
の

一
部

の
移

転
産

地
を

含
む

地
元

受
入

れ
体

制
の

整
備

と
併

せ
、

研
究

拠
点

を
拡

充
。

地
元

受
入

体
制

の
整

備
を

前
提

に
、

近
畿

中
国

四
国

農
研

セ
ン

タ
ー

大
田

研
究

拠
点

に
お

い
て

、
肥

育
な

ど
の

畜
産

研
究

の
強

化
に

向
け

た
具

体
的

在
り

方
に

つ
い

て
検

討
。

香
川

県
野

菜
茶

業
研

究
所

　
つ

く
ば

野
菜

研
究

拠
点

の
移

転
産

地
を

含
む

地
元

受
入

れ
体

制
の

整
備

と
併

せ
、

研
究

拠
点

を
拡

充
。

地
元

受
入

体
制

の
整

備
を

前
提

に
、

近
畿

中
四

国
農

研
セ

ン
タ

ー
四

国
研

究
セ

ン
タ

ー
（
善

通
寺

市
）
の

野
菜

研
究

の
強

化
に

向
け

た
具

体
的

在
り

方
を

検
討

。

（
独

）
水

産
総

合
研

究
セ

ン
タ

ー

（
独

）
農

業
・
食

品
産

業
技

術
総

合
研

究
機

構
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（
別

紙
１

）
具

体
的

検
討

を
進

め
る

提
案

対
象

機
関

 
提

案
道

府
県

提
案

の
概

要
提

案
の

ポ
イ

ン
ト

具
体

化
に

向
け

た
論

点
、

検
討

課
題

石
川

県
炭

素
繊

維
関

連
の

研
究

機
能

の
一

部
移

転
炭

素
繊

維
産

業
等

の
競

争
力

強
化

に
資

す
る

地
域

連
携

拠
点

の
設

置
。

産
官

学
が

集
積

・
連

携
し

炭
素

繊
維

産
業

の
川

中
行

程
に

強
み

を
も

つ
石

川
県

の
プ

ロ
セ

ス
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

等
に

向
け

て
、

親
和

性
の

高
い

産
総

研
内

の
関

連
研

究
部

門
等

と
公

設
試

等
と

の
研

究
連

携
体

制
の

具
体

的
な

あ
り

方
を

検
討

。

福
井

県

つ
く
ば

セ
ン

タ
ー

（
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
環

境
領

域
、

生
命

工
学

領
域

、
情

報
・
人

間
工

学
領

域
、

材
料

・
化

学
領

域
、

エ
レ

ク
ト

ロ
ニ

ク
ス

・
製

造
領

域
）
の

移
転

（
福

井
県

の
地

域
産

業
と

結
び

つ
く
分

野
の

研
究

者
を

福
井

県
工

業
技

術
セ

ン
タ

ー
に

受
け

入
れ

、
同

セ
ン

タ
ー

の
研

究
員

等
と

連
携

し
、

共
同

研
究

を
実

施
）

県
内

の
公

設
試

験
場

内
に

、
大

学
、

研
究

機
関

、
企

業
等

が
集

積
す

る
形

で
地

域
連

携
拠

点
を

設
置

。

県
内

の
産

業
集

積
を

活
用

し
、

公
設

試
と

対
象

機
関

の
研

究
連

携
に

よ
る

研
究

成
果

の
実

用
化

を
促

進
し

た
い

と
い

う
提

案
。

公
設

試
と

対
象

機
関

と
の

研
究

連
携

体
制

の
具

体
的

な
在

り
方

を
検

討
。

愛
知

県
研

究
機

能
の

一
部

（
先

進
パ

ワ
ー

エ
レ

ク
ト

ロ
ニ

ク
ス

研
究

セ
ン

タ
ー

）
の

移
転

名
古

屋
大

学
で

今
後

本
格

化
す

る
G

aN
（
窒

化
ガ

リ
ウ

ム
化

合
物

）
研

究
に

関
す

る
連

携
体

制
を

構
築

。

県
の

提
案

地
域

で
は

連
携

候
補

と
な

る
研

究
機

関
・
企

業
等

と
の

近
接

性
が

確
保

で
き

ず
、

機
能

維
持

が
困

難
で

あ
る

が
、

名
古

屋
大

学
等

で
の

研
究

実
績

を
踏

ま
え

、
名

古
屋

大
学

で
今

後
本

格
化

す
る

見
込

み
の

G
aN

（
窒

化
ガ

リ
ウ

ム
化

合
物

）
研

究
に

対
し

て
、

地
元

受
入

体
制

の
確

保
を

前
提

に
研

究
拠

点
の

設
置

を
検

討
。

福
岡

県
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
研

究
部

門
燃

料
電

池
材

料
グ

ル
ー

プ
及

び
創

エ
ネ

ル
ギ

ー
研

究
部

門
水

素
材

料
グ

ル
ー

プ
の

移
転

九
州

大
学

伊
都

キ
ャ

ン
パ

ス
に

お
け

る
水

素
研

究
に

関
す

る
連

携
体

制
を

構
築

。

県
の

当
初

の
提

案
地

域
で

は
連

携
候

補
と

な
る

研
究

機
関

・
企

業
等

と
の

近
接

性
が

確
保

で
き

ず
、

機
能

維
持

が
困

難
で

あ
る

が
、

対
象

機
関

に
お

け
る

九
州

大
学

伊
都

キ
ャ

ン
パ

ス
で

の
研

究
活

動
と

九
州

大
学

等
を

は
じ

め
と

し
た

研
究

集
積

と
の

関
係

性
を

強
化

す
る

方
向

で
研

究
連

携
体

制
の

可
能

性
を

検
討

。

（
独

）
新

エ
ネ

ル
ギ

ー
・
産

業
技

術
総

合
開

発
機

構
福

島
県

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
・
コ

ー
ス

ト
構

想
に

お
け

る
ロ

ボ
ッ

ト
テ

ス
ト

フ
ィ

ー
ル

ド
、

国
際

産
学

連
携

拠
点

、
情

報
発

信
（
ア

ー
カ

イ
ブ

）
拠

点
の

実
施

主
体

と
し

て
の

機
能

を
担

う
支

所
の

新
設

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
・
コ

ー
ス

ト
構

想
の

実
現

。
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

コ
ー

ス
ト

構
想

の
実

現
に

向
け

て
具

体
的

な
方

策
を

検
討

す
る

中
で

、
政

府
関

係
機

関
の

移
転

・
拠

点
設

置
等

に
つ

い
て

結
論

を
得

る
。

（
独

）
海

上
技

術
安

全
研

究
所

愛
媛

県

流
体

設
計

系
、

流
体

性
能

評
価

系
、

構
造

安
全

評
価

系
、

構
造

基
盤

技
術

系
、

環
境

・
動

力
系

、
E
E
D

Iプ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

チ
ー

ム
の

移
転

　
及

び
附

帯
施

設
（
曳

航
水

槽
、

実
海

域
再

現
水

槽
、

操
船

リ
ス

ク
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
）
の

新
設

中
小

造
船

関
連

産
業

が
集

積
す

る
愛

媛
県

に
お

い
て

、
造

船
産

業
の

技
術

力
強

化
に

向
け

た
研

究
連

携
体

制
を

構
築

。

対
象

機
関

の
研

究
の

特
徴

（
分

野
を

横
断

し
た

一
体

的
研

究
、

行
政

と
の

緊
密

性
）
や

、
提

案
地

域
に

我
が

国
造

船
分

野
の

研
究

機
能

が
必

ず
し

も
集

積
し

て
い

る
と

は
言

え
な

い
こ

と
等

か
ら

、
対

象
機

関
の

一
部

の
組

織
移

転
や

水
槽

等
の

新
設

は
困

難
で

あ
る

が
、

地
域

の
産

官
学

が
連

携
し

た
体

制
の

整
備

を
前

提
に

、
地

元
の

造
船

技
術

力
強

化
の

た
め

に
で

き
る

連
携

の
在

り
方

に
つ

い
て

、
具

体
的

内
容

を
検

討
。

(独
)国

立
環

境
研

究
所

滋
賀

県
研

究
所

の
一

部
移

転
（
湖

沼
環

境
分

野
）

県
琵

琶
湖

環
境

科
学

研
究

セ
ン

タ
ー

と
の

、
琵

琶
湖

を
フ

ィ
ー

ル
ド

と
し

た
研

究
連

携
体

制
を

構
築

。

湖
沼

研
究

は
様

々
な

研
究

分
野

か
ら

な
る

総
合

研
究

で
あ

り
、

ひ
と

つ
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
研

究
所

内
の

複
数

の
研

究
者

の
関

与
が

必
要

で
あ

る
な

ど
分

野
全

体
で

の
移

転
に

は
懸

念
が

あ
る

が
、

対
象

機
関

は
主

に
霞

ケ
浦

を
対

象
に

、
県

琵
琶

湖
環

境
科

学
研

究
セ

ン
タ

ー
は

琵
琶

湖
を

対
象

に
研

究
し

て
い

る
こ

と
を

踏
ま

え
、

我
が

国
の

湖
沼

研
究

の
成

果
を

最
大

限
引

き
出

す
た

め
の

研
究

連
携

体
制

の
具

体
的

在
り

方
を

検
討

。

（
独

）
産

業
技

術
総

合
研

究
所
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（
別

紙
１

）
具

体
的

検
討

を
進

め
る

提
案

２
．

研
修

機
関

、
国

の
政

策
研

究
機

関
等

（
国

4
機

関
、

独
立

行
政

法
人

4
機

関
）

対
象

機
関

 
提

案
道

府
県

提
案

の
概

要
提

案
の

ポ
イ

ン
ト

具
体

化
に

向
け

た
論

点
、

検
討

課
題

（
独

）
国

際
協

力
機

構
島

根
県

開
発

途
上

国
の

行
政

官
等

を
対

象
と

し
た

青
年

研
修

等
の

研
修

機
能

（
研

修
の

企
画

・
立

案
、

実
施

等
の

機
能

）
の

一
部

移
転

海
士

町
が

講
師

、
研

修
宿

泊
施

設
の

確
保

を
図

り
つ

つ
、

離
島

の
特

性
を

強
み

と
す

る
地

域
活

性
化

の
先

進
的

な
取

組
を

活
用

す
る

こ
と

で
、

国
費

の
増

加
を

抑
制

し
つ

つ
、

効
果

の
高

い
研

修
を

実
施

。

ア
ジ

ア
大

洋
州

の
島

嶼
国

等
の

行
政

官
等

に
と

っ
て

意
義

深
い

内
容

の
研

修
の

実
施

に
向

け
て

、
開

発
途

上
国

の
ニ

ー
ズ

に
沿

っ
た

研
修

内
容

や
、

受
入

自
治

体
と

の
連

携
等

の
具

体
的

な
在

り
方

を
検

討
。

（
独

）
国

際
交

流
基

金
大

分
県

日
本

語
国

際
セ

ン
タ

ー
の

移
転

世
界

各
国

の
学

生
を

受
け

入
れ

、
日

本
語

教
育

の
知

見
あ

る
立

命
館

ア
ジ

ア
太

平
洋

大
学

の
教

職
員

や
施

設
の

活
用

と
併

せ
て

、
温

泉
を

は
じ

め
と

す
る

地
域

の
日

本
文

化
資

源
と

連
携

し
、

日
本

語
教

師
の

研
修

事
業

を
実

施
。

海
外

の
日

本
語

教
師

の
研

修
を

任
務

と
す

る
日

本
語

国
際

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

適
任

と
な

る
優

秀
な

講
師

の
確

保
や

、
関

係
機

関
と

の
連

携
の

在
り

方
、

国
費

の
増

高
を

抑
制

し
た

適
切

な
研

修
宿

泊
施

設
の

確
保

の
可

能
性

等
に

つ
い

て
検

討
。

秋
田

県
セ

ン
タ

ー
の

機
能

の
一

部
移

転

地
元

が
受

入
体

制
を

用
意

し
、

地
元

の
先

進
的

な
教

育
の

取
組

を
活

用
す

る
こ

と
で

、
国

費
の

増
加

を
抑

制
し

つ
つ

、
全

国
の

教
員

の
資

質
向

上
に

つ
な

が
る

効
果

の
高

い
研

修
を

実
施

。

つ
く
ば

に
存

す
る

（
独

）
教

員
研

修
セ

ン
タ

ー
の

教
員

研
修

・
支

援
の

ハ
ブ

機
能

を
維

持
・
強

化
し

つ
つ

、
全

国
の

教
員

に
と

っ
て

資
質

向
上

に
つ

な
が

る
地

元
の

先
進

的
な

教
育

環
境

等
の

活
用

や
宿

泊
施

設
・
研

修
施

設
の

確
保

な
ど

、
地

元
が

受
入

体
制

を
確

保
す

る
こ

と
を

前
提

と
し

て
、

国
と

地
方

が
連

携
し

た
研

修
の

実
施

に
つ

い
て

、
具

体
的

な
在

り
方

を
検

討
。

富
山

県
小

学
校

に
お

け
る

英
語

活
動

等
国

際
理

解
活

動
指

導
者

養
成

研
修

、
英

語
教

育
海

外
派

遣
研

修
、

及
び

キ
ャ

リ
ア

教
育

指
導

者
養

成
研

修
の

開
催

及
び

機
能

の
移

転

地
元

が
受

入
体

制
を

用
意

し
、

地
元

の
先

進
的

な
教

育
の

取
組

を
活

用
す

る
こ

と
で

、
国

費
の

増
加

を
抑

制
し

つ
つ

、
全

国
の

教
員

の
資

質
向

上
に

つ
な

が
る

効
果

の
高

い
研

修
を

実
施

。

つ
く
ば

に
存

す
る

（
独

）
教

員
研

修
セ

ン
タ

ー
の

教
員

研
修

・
支

援
の

ハ
ブ

機
能

を
維

持
・
強

化
し

つ
つ

、
全

国
の

教
員

に
と

っ
て

資
質

向
上

に
つ

な
が

る
地

元
の

先
進

的
な

教
育

環
境

等
の

活
用

や
宿

泊
施

設
・
研

修
施

設
の

確
保

な
ど

、
地

元
が

受
入

体
制

を
確

保
す

る
こ

と
を

前
提

と
し

て
、

国
と

地
方

が
連

携
し

た
研

修
の

実
施

に
つ

い
て

、
具

体
的

な
在

り
方

を
検

討
。

福
井

県
教

育
課

題
研

修
課

の
移

転
又

は
セ

ン
タ

ー
が

行
っ

て
い

る
研

修
の

一
部

の
実

施

地
元

が
受

入
体

制
を

用
意

し
、

地
元

の
先

進
的

な
教

育
の

取
組

を
活

用
す

る
こ

と
で

、
国

費
の

増
加

を
抑

制
し

つ
つ

、
全

国
の

教
員

の
資

質
向

上
に

つ
な

が
る

効
果

の
高

い
研

修
を

実
施

。

つ
く
ば

に
存

す
る

（
独

）
教

員
研

修
セ

ン
タ

ー
の

教
員

研
修

・
支

援
の

ハ
ブ

機
能

を
維

持
・
強

化
し

つ
つ

、
全

国
の

教
員

に
と

っ
て

資
質

向
上

に
つ

な
が

る
地

元
の

先
進

的
な

教
育

環
境

等
の

活
用

や
宿

泊
施

設
・
研

修
施

設
の

確
保

な
ど

、
地

元
が

受
入

体
制

を
確

保
す

る
こ

と
を

前
提

と
し

て
、

国
と

地
方

が
連

携
し

た
研

修
の

実
施

に
つ

い
て

、
具

体
的

な
在

り
方

を
検

討
。

三
重

県
セ

ン
タ

ー
が

行
っ

て
い

る
研

修
の

一
部

（
例

え
ば

、
中

堅
教

員
研

修
や

外
国

人
児

童
生

徒
等

に
対

す
る

日
本

語
指

導
指

導
者

養
成

研
修

な
ど

）
の

実
施

地
元

が
受

入
体

制
を

用
意

し
、

地
元

の
先

進
的

な
教

育
の

取
組

を
活

用
す

る
こ

と
で

、
国

費
の

増
加

を
抑

制
し

つ
つ

、
全

国
の

教
員

の
資

質
向

上
に

つ
な

が
る

効
果

の
高

い
研

修
を

実
施

。

つ
く
ば

に
存

す
る

（
独

）
教

員
研

修
セ

ン
タ

ー
の

教
員

研
修

・
支

援
の

ハ
ブ

機
能

を
維

持
・
強

化
し

つ
つ

、
全

国
の

教
員

に
と

っ
て

資
質

向
上

に
つ

な
が

る
地

元
の

先
進

的
な

教
育

環
境

等
の

活
用

や
宿

泊
施

設
・
研

修
施

設
の

確
保

な
ど

、
地

元
が

受
入

体
制

を
確

保
す

る
こ

と
を

前
提

と
し

て
、

国
と

地
方

が
連

携
し

た
研

修
の

実
施

に
つ

い
て

、
具

体
的

な
在

り
方

を
検

討
。

（
独

）
高

齢
・
障

害
・
求

職
者

雇
用

支
援

機
構

鳥
取

県
職

業
能

力
開

発
総

合
大

学
校

の
調

査
・
研

究
機

能
の

一
部

移
転

職
業

訓
練

に
関

し
て

取
組

実
績

を
有

す
る

県
と

の
連

携
、

施
設

整
備

の
協

力
に

よ
る

一
部

事
業

の
効

果
的

な
実

施
。

当
該

地
域

に
お

い
て

必
要

と
さ

れ
る

人
材

を
踏

ま
え

た
高

度
な

多
能

工
養

成
の

た
め

の
訓

練
に

係
る

調
査

研
究

機
能

の
一

部
の

移
転

に
つ

い
て

、
国

費
の

増
高

を
抑

制
し

つ
つ

、
具

体
的

な
内

容
・
条

件
等

に
つ

い
て

検
討

。

（
独

）
教

員
研

修
セ

ン
タ

ー
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（
別

紙
１

）
具

体
的

検
討

を
進

め
る

提
案

対
象

機
関

 
提

案
道

府
県

提
案

の
概

要
提

案
の

ポ
イ

ン
ト

具
体

化
に

向
け

た
論

点
、

検
討

課
題

山
梨

県
研

修
所

の
移

転
（
一

部
移

転
）

受
講

生
の

利
便

性
が

そ
れ

ほ
ど

低
下

せ
ず

に
現

場
フ

ィ
ー

ル
ド

を
活

用
し

た
研

修
を

実
施

現
在

実
施

し
て

い
る

研
修

内
容

を
前

提
と

し
た

移
転

・
拠

点
の

設
置

は
、

受
講

生
・
講

師
の

利
便

性
確

保
の

観
点

等
か

ら
困

難
だ

が
、

現
場

フ
ィ

ー
ル

ド
を

活
用

し
た

研
修

の
実

施
に

つ
い

て
、

地
元

受
入

体
制

の
整

備
等

に
よ

る
国

費
の

増
高

を
抑

制
す

る
工

夫
と

併
せ

て
具

体
的

内
容

を
検

討
。

岐
阜

県
研

修
所

の
全

部
移

転
地

元
受

入
体

制
の

整
備

等
に

よ
り

国
費

の
増

高
を

抑
制

し
つ

つ
、

当
地

な
ら

で
は

の
価

値
の

高
い

研
修

を
実

施
。

現
在

実
施

し
て

い
る

研
修

内
容

を
前

提
と

し
た

移
転

・
拠

点
の

設
置

は
、

受
講

生
・
講

師
の

利
便

性
確

保
の

観
点

等
か

ら
困

難
だ

が
、

当
地

な
ら

で
は

の
価

値
の

高
い

全
国

の
先

進
事

例
の

見
学

研
修

に
つ

い
て

、
岐

阜
県

立
森

林
文

化
ア

カ
デ

ミ
ー

を
念

頭
に

、
地

元
受

入
体

制
の

整
備

等
に

よ
る

国
費

の
増

高
を

抑
制

す
る

工
夫

と
併

せ
て

具
体

的
内

容
を

検
討

。

岡
山

県
森

林
技

術
総

合
研

修
所

（
林

業
機

械
化

セ
ン

タ
ー

を
含

む
）

の
移

転

地
元

受
入

体
制

の
整

備
等

に
よ

り
国

費
の

増
高

を
抑

制
し

つ
つ

、
当

地
な

ら
で

は
の

価
値

の
高

い
研

修
を

実
施

。

現
在

実
施

し
て

い
る

研
修

内
容

を
前

提
と

し
た

移
転

・
拠

点
の

設
置

は
、

受
講

生
・
講

師
の

利
便

性
確

保
の

観
点

等
か

ら
困

難
だ

が
、

当
地

な
ら

で
は

の
価

値
の

高
い

全
国

の
先

進
事

例
の

見
学

研
修

に
つ

い
て

、
Ｃ

Ｌ
Ｔ

や
木

質
バ

イ
オ

マ
ス

等
を

念
頭

に
、

地
元

受
入

体
制

の
整

備
等

に
よ

る
国

費
の

増
高

を
抑

制
す

る
工

夫
と

併
せ

て
具

体
的

内
容

を
検

討
。

福
岡

県
国

際
研

修
機

能
（
教

務
課

国
際

研
修

企
画

係
及

び
国

際
研

修
企

画
専

門
官

）
の

移
転

既
存

研
修

施
設

等
を

活
用

し
つ

つ
Ｊ
ＩＣ

Ａ
九

州
な

ど
地

元
と

も
連

携
し

な
が

ら
、

国
際

環
境

研
修

を
実

施
。

北
九

州
市

に
お

け
る

国
際

環
境

研
修

の
実

施
に

向
け

、
Ｊ
ＩＣ

Ａ
九

州
等

の
協

力
も

得
て

、
地

元
受

入
体

制
の

確
保

を
前

提
に

、
市

独
自

の
研

修
と

の
相

乗
効

果
が

得
ら

れ
る

よ
う

具
体

的
内

容
を

検
討

。

熊
本

県
研

修
所

の
移

転
又

は
研

修
所

機
能

の
一

部
移

転
既

存
研

修
施

設
等

を
活

用
し

つ
つ

環
境

省
施

設
や

地
元

と
も

連
携

し
な

が
ら

、
研

修
所

機
能

の
一

部
を

移
転

（
研

修
の

一
部

実
施

）

水
俣

市
に

お
け

る
特

徴
の

あ
る

研
修

の
一

部
実

施
に

向
け

、
地

元
受

入
体

制
の

確
保

を
前

提
に

、
当

該
研

修
所

の
関

連
施

設
で

あ
る

環
境

省
国

立
水

俣
病

総
合

研
究

セ
ン

タ
ー

と
の

連
携

も
視

野
に

入
れ

つ
つ

具
体

的
内

容
を

検
討

。

長
野

県
高

地
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
が

可
能

な
上

田
市

へ
、

自
衛

隊
体

育
学

校
第

２
教

育
課

の
一

部
機

能
を

移
転

又
は

合
宿

機
能

の
設

置

国
費

の
増

高
を

抑
制

し
つ

つ
、

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

効
果

を
上

げ
る

た
め

、
地

域
に

あ
る

施
設

を
活

用
し

、
自

衛
隊

体
育

学
校

の
一

部
競

技
の

合
宿

を
実

施
。

国
費

の
増

高
を

抑
制

し
つ

つ
自

衛
隊

体
育

学
校

の
国

際
級

選
手

の
競

技
力

向
上

に
資

す
る

た
め

の
合

宿
等

の
実

施
の

具
体

的
在

り
方

を
検

討
。

岡
山

県
自

衛
隊

体
育

学
校

の
移

転

国
費

の
増

高
を

抑
制

し
つ

つ
、

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

効
果

を
上

げ
る

た
め

、
地

域
に

あ
る

施
設

を
活

用
し

、
自

衛
隊

体
育

学
校

の
一

部
競

技
の

合
宿

を
実

施
。

２
０

２
０

年
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

東
京

大
会

に
向

け
て

、
我

が
国

の
競

技
力

向
上

に
向

け
た

施
設

整
備

を
計

画
的

に
進

め
て

い
る

こ
と

も
踏

ま
え

、
国

費
の

増
高

を
抑

制
し

つ
つ

自
衛

隊
体

育
学

校
の

国
際

級
選

手
の

競
技

力
向

上
に

資
す

る
た

め
の

、
合

宿
等

の
実

施
の

具
体

的
在

り
方

を
検

討
。

防
衛

装
備

庁
艦

艇
装

備
研

究
所

山
口

県
艦

艇
装

備
研

究
所

の
移

転
岩

国
市

周
辺

の
関

係
機

関
と

の
連

携
に

よ
り

艦
艇

装
備

に
関

す
る

試
験

研
究

機
能

の
充

実
が

期
待

さ
れ

る
施

設
を

整
備

。

海
上

幕
僚

監
部

や
各

艦
隊

司
令

部
等

と
の

連
携

の
確

保
、

現
在

の
施

設
を

用
い

た
試

験
デ

ー
タ

の
継

続
的

な
活

用
等

の
様

々
な

課
題

が
あ

る
中

、
今

後
拡

充
予

定
の

試
験

研
究

に
係

る
機

能
に

必
要

な
施

設
の

移
転

整
備

に
つ

い
て

、
可

能
性

及
び

具
体

的
在

り
方

を
検

討
。

環
境

調
査

研
修

所

自
衛

隊
体

育
学

校

森
林

技
術

総
合

研
修

所

6
 /

 7
 ペ

ー
ジ



（
別

紙
１

）
具

体
的

検
討

を
進

め
る

提
案

３
．

事
業

実
施

機
関

（
独

法
2
機

関
）

対
象

機
関

 
提

案
道

府
県

提
案

の
概

要
提

案
の

ポ
イ

ン
ト

具
体

化
に

向
け

た
論

点
、

検
討

課
題

（
独

）
国

立
美

術
館

石
川

県
東

京
国

立
近

代
美

術
館

工
芸

館
の

移
転

地
元

の
関

係
機

関
等

と
連

携
を

図
り

、
国

費
の

増
大

を
抑

制
し

つ
つ

、
近

現
代

の
工

芸
の

調
査

研
究

、
普

及
啓

発
等

を
推

進
。

地
元

の
工

芸
分

野
の

美
術

館
等

と
協

力
し

、
国

費
増

大
を

抑
制

し
つ

つ
、

地
元

と
国

が
連

携
し

た
形

で
、

石
川

県
に

お
け

る
拠

点
の

形
成

に
つ

い
て

、
具

体
的

な
在

り
方

を
検

討
。

(独
)医

薬
品

医
療

機
器

総
合

機
構

富
山

県
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
医

薬
品

等
審

査
部

及
び

国
際

部
（
ア

ジ
ア

医
薬

品
・
医

療
機

器
薬

事
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
セ

ン
タ

ー
を

含
む

）
の

移
転

J
IC

A
薬

事
担

当
行

政
官

地
方

研
修

の
受

入
実

績
を

踏
ま

え
、

G
M

P
視

察
の

フ
ィ

ー
ル

ド
に

活
用

ジ
ェ

ネ
リ

ッ
ク

医
薬

品
の

審
査

や
国

際
業

務
に

つ
い

て
は

、
機

構
の

新
薬

審
査

部
門

や
安

全
対

策
部

門
等

と
の

連
携

が
不

可
欠

で
あ

り
、

同
部

門
の

移
転

は
困

難
。

ま
た

、
国

際
部

の
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
セ

ン
タ

ー
は

、
施

設
を

用
意

し
て

実
施

す
る

も
の

で
は

な
く
、

P
M

D
A

が
策

定
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
下

、
医

薬
品

の
審

査
等

の
実

務
を

ア
ジ

ア
諸

国
の

担
当

者
に

体
験

さ
せ

る
も

の
で

あ
り

、
こ

の
研

修
の

一
部

の
実

施
に

つ
い

て
、

可
能

性
及

び
具

体
的

な
在

り
方

を
検

討
。
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（
別

紙
２

）
別

紙
１

以
外

の
提

案

１
．

研
究

機
関

対
象

機
関

 
提

案
道

府
県

提
案

の
概

要
（
別

紙
1
）
に

掲
載

さ
れ

な
か

っ
た

理
由

（
独

）
物

質
・
材

料
研

究
機

構
兵

庫
県

ナ
ノ

ス
ケ

ー
ル

材
料

部
門

等
S
pr

in
g-

8
を

利
用

す
る

研
究

部
門

の
移

転
（
ナ

ノ
ス

ケ
ー

ル
材

料
領

域
、

環
境

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
資

源
材

料
領

域
（
高

性
能

発
電

・
蓄

電
用

材
料

の
研

究
開

発
等

）
、

先
端

的
共

通
技

術
領

域
（
新

物
質

設
計

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

手
法

の
研

究
開

発
等

）
）

対
象

機
関

は
、

つ
く
ば

の
研

究
機

関
で

あ
り

、
つ

く
ば

に
お

け
る

研
究

機
関

・
大

学
の

集
積

を
活

か
し

た
「
T
IA

(つ
く
ば

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
ア

リ
ー

ナ
)」

や
筑

波
大

学
と

の
連

携
等

、
す

で
に

近
隣

の
研

究
機

関
・
大

学
と

の
強

固
な

連
携

が
す

す
ん

で
お

り
、

移
転

し
た

場
合

、
こ

れ
ら

の
連

携
へ

の
支

障
が

懸
念

さ
れ

る
。

ま
た

、
電

子
顕

微
鏡

な
ど

の
評

価
解

析
装

置
、

成
分

分
析

や
加

工
装

置
等

の
日

常
的

な
実

験
活

動
に

必
要

な
装

置
群

の
多

く
を

共
用

し
て

お
り

、
移

転
す

る
と

こ
れ

ら
の

研
究

装
置

を
利

用
す

る
利

便
性

が
失

わ
れ

る
こ

と
も

懸
念

さ
れ

る
。

兵
庫

県
か

ら
は

、
地

域
に

お
け

る
大

学
や

企
業

等
の

ニ
ー

ズ
把

握
や

そ
れ

に
基

づ
く
対

象
機

関
と

の
具

体
的

な
研

究
協

力
の

可
能

性
に

つ
い

て
は

言
及

が
な

い
。

な
お

、
今

後
の

研
究

協
力

の
可

能
性

に
つ

い
て

必
要

に
応

じ
検

討
。

(独
）
防

災
科

学
技

術
研

究
所

兵
庫

県
社

会
防

災
シ

ス
テ

ム
研

究
領

域
の

移
転

対
象

機
関

は
つ

く
ば

の
研

究
機

関
。

兵
庫

県
側

が
提

案
し

て
い

る
社

会
防

災
シ

ス
テ

ム
研

究
領

域
は

、
地

震
・
火

山
災

害
、

気
象

災
害

、
土

砂
災

害
な

ど
多

岐
に

わ
た

る
災

害
を

対
象

と
し

て
お

り
、

地
震

動
予

測
地

図
等

の
研

究
開

発
を

は
じ

め
、

観
測

・
予

測
研

究
領

域
と

の
密

接
な

連
携

を
図

る
こ

と
が

重
要

な
領

域
で

あ
り

、
移

転
し

た
場

合
、

こ
の

よ
う

な
連

携
に

支
障

が
生

じ
、

研
究

所
全

体
の

研
究

能
力

の
確

保
・
向

上
に

懸
念

が
あ

る
。

ま
た

、
対

象
機

関
は

、
地

震
調

査
研

究
推

進
本

部
、

内
閣

府
な

ど
の

府
省

庁
、

筑
波

研
究

学
園

都
市

ま
た

は
首

都
圏

近
郊

に
あ

る
研

究
機

関
と

密
接

な
連

携
を

図
り

な
が

ら
研

究
を

推
進

し
て

お
り

、
兵

庫
県

に
ハ

ザ
ー

ド
評

価
を

実
施

し
て

い
る

研
究

機
関

が
な

い
こ

と
も

加
味

す
る

と
、

移
転

に
伴

う
研

究
能

力
の

確
保

・
向

上
に

懸
念

が
あ

る
。

加
え

て
、

社
会

防
災

シ
ス

テ
ム

研
究

領
域

に
は

対
象

機
関

全
体

の
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
活

動
や

研
究

所
全

体
の

成
果

普
及

等
の

対
外

活
動

を
行

う
部

署
も

あ
り

、
兵

庫
県

側
の

提
案

に
は

人
員

配
置

や
業

務
分

担
に

対
す

る
具

体
的

な
提

案
が

な
い

た
め

、
研

究
所

全
体

の
運

営
の

効
率

化
の

点
か

ら
も

懸
念

が
あ

る
。

な
お

、
今

後
の

研
究

協
力

の
可

能
性

に
つ

い
て

必
要

に
応

じ
検

討
。

秋
田

県
相

模
原

キ
ャ

ン
パ

ス
の

う
ち

、
ロ

ケ
ッ

ト
エ

ン
ジ

ン
部

門
の

移
転

対
象

機
関

の
研

究
部

門
は

大
学

の
研

究
者

が
集

ま
っ

て
基

礎
研

究
を

幅
広

く
実

施
。

現
在

、
秋

田
県

に
ロ

ケ
ッ

ト
エ

ン
ジ

ン
部

門
の

研
究

は
特

定
の

研
究

者
は

い
る

も
の

の
、

秋
田

県
に

は
研

究
集

積
が

あ
る

と
は

い
え

ず
、

移
転

に
よ

る
機

能
の

向
上

が
見

込
め

な
い

一
方

デ
メ

リ
ッ

ト
極

小
化

の
工

夫
が

乏
し

い
。

な
お

、
今

後
の

研
究

協
力

の
可

能
性

に
つ

い
て

必
要

に
応

じ
検

討
。

愛
知

県
航

空
技

術
部

門
の

①
構

造
・
複

合
材

技
術

研
究

ユ
ニ

ッ
ト

、
②

飛
行

技
術

研
究

ユ
ニ

ッ
ト

、
③

事
業

推
進

部
航

空
産

業
協

力
課

の
移

転

対
象

機
関

は
、

飛
行

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

と
実

験
用

航
空

機
を

一
体

運
用

し
て

デ
ー

タ
検

証
を

行
っ

て
い

る
と

こ
ろ

、
実

験
用

プ
ロ

ペ
ラ

航
空

機
に

よ
る

飛
行

試
験

を
実

施
す

る
た

め
に

は
自

衛
隊

機
や

民
間

機
の

航
行

の
支

障
と

な
ら

な
い

海
上

空
域

が
必

要
と

な
る

が
、

愛
知

県
内

で
は

適
切

な
空

域
を

確
保

で
き

る
見

通
し

が
な

い
。

な
お

、
名

古
屋

大
学

に
は

航
空

に
関

連
す

る
教

育
研

究
部

局
が

あ
る

こ
と

を
考

慮
し

、
将

来
的

な
教

育
・
人

材
育

成
の

連
携

可
能

性
を

模
索

す
る

こ
と

に
つ

い
て

は
、

引
き

続
き

愛
知

県
と

対
象

機
関

の
間

で
検

討
。

さ
ら

に
、

将
来

的
に

は
、

現
在

、
愛

知
県

に
整

備
さ

れ
て

い
る

実
験

用
ジ

ェ
ッ

ト
航

空
機

を
活

用
し

た
研

究
の

拡
充

に
係

る
連

携
可

能
性

に
つ

い
て

も
検

討
。

茨
城

県
光

量
子

工
学

研
究

領
域

（
和

光
）
の

移
転

対
象

機
関

は
、

提
案

地
域

で
の

研
究

者
レ

ベ
ル

で
の

交
流

や
共

同
研

究
の

実
績

が
加

速
器

技
術

開
発

分
野

を
除

き
ほ

ぼ
な

い
こ

と
に

加
え

、
茨

城
県

に
理

研
和

光
ほ

ど
の

多
様

な
分

野
の

研
究

が
集

積
し

て
る

と
は

言
え

ず
、

移
転

に
よ

る
機

能
の

向
上

が
見

込
め

な
い

一
方

デ
メ

リ
ッ

ト
極

小
化

の
工

夫
が

乏
し

い
。

な
お

、
今

後
の

研
究

協
力

の
可

能
性

に
つ

い
て

必
要

に
応

じ
検

討
。

静
岡

県
光

量
子

工
学

研
究

領
域

の
移

転
対

象
機

関
は

、
提

案
地

域
で

の
研

究
者

レ
ベ

ル
で

の
交

流
や

共
同

研
究

の
実

績
が

ほ
ぼ

な
い

こ
と

に
加

え
、

静
岡

県
に

理
研

和
光

ほ
ど

の
多

様
な

分
野

の
研

究
が

集
積

し
て

る
と

は
言

え
ず

、
移

転
に

よ
る

機
能

の
向

上
が

見
込

め
な

い
一

方
デ

メ
リ

ッ
ト

極
小

化
の

工
夫

が
乏

し
い

。
な

お
、

今
後

の
研

究
協

力
の

可
能

性
に

つ
い

て
必

要
に

応
じ

検
討

。

（
独

）
宇

宙
航

空
研

究
開

発
機

構 （
独

）
理

化
学

研
究

所
（
1
/
2
）
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（
別

紙
２

）
別

紙
１

以
外

の
提

案

対
象

機
関

 
提

案
道

府
県

提
案

の
概

要
（
別

紙
1
）
に

掲
載

さ
れ

な
か

っ
た

理
由

（
独

）
理

化
学

研
究

所
（
2
/
2
）

愛
知

県

光
量

子
工

学
研

究
領

域
、

産
業

連
携

本
部

、
ラ

イ
フ

サ
イ

エ
ン

ス
技

術
基

盤
研

究
セ

ン
タ

ー
に

つ
い

て
、

愛
知

県
の

産
業

界
等

と
連

携
し

た
研

究
開

発
を

行
う

こ
と

に
資

す
る

機
能

の
一

部
を

移
転

愛
知

県
側

の
提

案
内

容
の

具
体

性
が

乏
し

く
、

移
転

先
で

連
携

す
る

機
関

、
具

体
的

な
研

究
内

容
等

が
不

明
確

で
あ

り
、

移
転

に
よ

る
機

能
の

向
上

が
見

込
め

な
い

一
方

、
デ

メ
リ

ッ
ト

極
小

化
の

工
夫

が
乏

し
い

。
な

お
、

今
後

の
研

究
協

力
の

可
能

性
に

つ
い

て
必

要
に

応
じ

検
討

。

福
島

県
放

射
線

医
学

総
合

研
究

所
の

機
関

全
体

の
移

転

対
象

機
関

は
、

既
に

千
葉

県
に

お
い

て
、

千
葉

大
学

、
千

葉
県

が
ん

セ
ン

タ
ー

な
ど

近
隣

の
大

学
・
医

療
機

関
と

連
携

し
た

研
究

を
行

っ
て

お
り

、
移

転
し

た
場

合
、

連
携

先
と

の
研

究
が

断
絶

し
て

し
ま

う
恐

れ
が

あ
り

、
研

究
機

能
の

喪
失

が
懸

念
さ

れ
る

。
ま

た
、

全
部

移
転

を
行

う
と

な
る

と
、

Ｈ
ＩＭ

Ａ
Ｃ

（
重

粒
子

線
が

ん
治

療
装

置
で

、
サ

ッ
カ

ー
コ

ー
ト

大
の

加
速

器
が

地
下

に
埋

設
）
等

の
大

型
施

設
や

研
究

棟
を

移
転

す
る

必
要

が
出

て
く
る

。
そ

の
他

、
放

射
性

物
質

を
扱

う
施

設
設

備
を

多
数

所
有

し
て

い
る

た
め

、
全

て
を

移
転

す
る

場
合

、
実

態
上

は
福

島
に

新
設

す
る

こ
と

と
な

る
た

め
、

１
千

億
円

規
模

の
経

費
が

か
か

る
こ

と
が

見
込

ま
れ

る
。

以
上

の
こ

と
か

ら
、

放
医

研
の

機
能

の
向

上
・
デ

メ
リ

ッ
ト

極
小

化
の

工
夫

が
乏

し
く
、

費
用

の
増

大
が

顕
著

で
あ

る
た

め
全

部
移

転
は

困
難

。
な

お
、

福
島

県
に

は
、

福
島

市
に

整
備

が
進

め
ら

れ
て

い
る

「
ふ

く
し

ま
国

際
医

療
科

学
セ

ン
タ

ー
」
が

あ
り

、
そ

の
中

の
「
先

端
臨

床
研

究
セ

ン
タ

ー
」
に

は
放

医
研

の
研

究
ス

ペ
ー

ス
が

確
保

さ
れ

、
今

後
、

活
用

す
る

こ
と

と
し

て
お

り
、

意
見

交
換

の
中

で
、

こ
れ

を
活

用
し

た
研

究
連

携
の

強
化

に
よ

る
福

島
県

の
研

究
能

力
の

向
上

に
つ

い
て

、
福

島
県

側
に

検
討

を
求

め
た

と
こ

ろ
、

福
島

県
と

し
て

は
、

あ
く
ま

で
「
ふ

く
し

ま
国

際
医

療
科

学
セ

ン
タ

ー
」
か

ら
距

離
の

あ
る

鏡
石

町
へ

の
放

医
研

の
全

部
移

転
と

い
っ

た
提

案
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

は
な

い
と

い
う

回
答

(1
1
/
2
0
)を

得
た

。

京
都

府
放

射
線

科
学

領
域

に
お

け
る

基
盤

技
術

開
発

機
能

の
移

転

対
象

機
関

は
、

提
案

地
域

で
の

研
究

者
レ

ベ
ル

で
の

交
流

や
共

同
研

究
の

実
績

が
ほ

ぼ
な

く
、

京
都

府
に

当
該

機
関

と
連

携
す

る
研

究
集

積
、

研
究

成
果

の
蓄

積
が

あ
る

と
も

言
え

な
い

。
加

え
て

、
対

象
機

関
は

、
既

に
千

葉
県

に
お

い
て

、
千

葉
大

学
、

千
葉

県
が

ん
セ

ン
タ

ー
な

ど
近

隣
の

大
学

・
医

療
機

関
と

連
携

し
た

研
究

を
行

っ
て

お
り

、
移

転
し

た
場

合
、

連
携

先
と

の
研

究
が

断
絶

し
て

し
ま

う
恐

れ
が

あ
り

、
研

究
機

能
の

喪
失

が
懸

念
さ

れ
る

。
京

都
府

の
提

案
は

、
日

本
原

子
力

研
究

開
発

機
構

の
関

西
光

科
学

研
究

所
（
木

津
地

区
）
が

対
象

機
関

と
平

成
2
8
年

度
に

統
合

す
る

こ
と

を
契

機
と

し
て

、
が

ん
治

療
装

置
の

小
型

化
の

実
現

等
を

け
い

は
ん

な
学

研
都

市
で

推
進

す
る

と
い

う
内

容
で

あ
る

が
、

統
合

後
の

関
西

光
科

学
研

究
所

の
あ

り
方

を
統

合
前

に
具

体
的

に
検

討
す

る
こ

と
が

現
時

点
で

困
難

で
あ

る
こ

と
に

加
え

、
H

IM
A

C
を

は
じ

め
と

し
た

大
型

施
設

や
関

連
す

る
研

究
棟

を
移

転
す

る
場

合
、

膨
大

な
経

費
が

か
か

る
こ

と
が

見
込

ま
れ

る
。

以
上

の
こ

と
か

ら
、

放
医

研
の

機
能

の
向

上
が

見
込

め
な

い
一

方
デ

メ
リ

ッ
ト

極
小

化
の

工
夫

が
乏

し
く
、

費
用

の
増

大
が

顕
著

で
あ

る
た

め
移

転
は

困
難

。
な

お
、

今
後

の
研

究
協

力
の

可
能

性
に

つ
い

て
必

要
に

応
じ

検
討

。

（
独

）
科

学
技

術
振

興
機

構
茨

城
県

機
構

の
移

転
対

象
機

関
は

、
政

府
全

体
の

科
学

技
術

基
本

計
画

の
実

施
の

観
点

か
ら

国
の

戦
略

目
標

に
基

づ
く
研

究
開

発
等

の
国

家
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
等

を
政

府
と

一
体

と
な

っ
て

支
援

す
る

た
め

の
フ

ァ
ン

デ
ィ

ン
グ

機
関

で
あ

り
、

移
転

に
よ

り
機

能
確

保
が

困
難

と
な

る
。

な
お

、
茨

城
県

の
提

案
内

容
を

踏
ま

え
、

つ
く
ば

の
研

究
機

関
の

活
性

化
に

資
す

る
取

組
の

在
り

方
に

つ
い

て
は

、
必

要
に

応
じ

て
協

議
。

（
独

）
放

射
線

医
学

総
合

研
究

所
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（
別

紙
２

）
別

紙
１

以
外

の
提

案

対
象

機
関

 
提

案
道

府
県

提
案

の
概

要
（
別

紙
1
）
に

掲
載

さ
れ

な
か

っ
た

理
由

静
岡

県
海

洋
掘

削
科

学
研

究
開

発
セ

ン
タ

ー
、

地
球

深
部

探
査

セ
ン

タ
ー

、
海

底
資

源
研

究
開

発
セ

ン
タ

ー
の

移
転

対
象

機
関

は
、

研
究

船
の

運
用

、
観

測
、

予
測

研
究

等
を

一
体

的
に

運
用

推
進

し
て

い
る

た
め

一
部

機
能

を
切

り
離

し
た

場
合

、
当

該
機

関
の

機
能

の
確

保
が

困
難

で
あ

る
。

ま
た

、
こ

れ
ら

の
研

究
活

動
を

支
え

る
た

め
に

は
、

提
案

を
受

け
て

い
る

セ
ン

タ
ー

固
有

の
設

備
、

人
員

に
加

え
、

共
同

実
験

施
設

や
管

理
部

門
の

人
員

も
移

転
さ

せ
る

必
要

が
あ

り
、

移
転

等
に

伴
う

費
用

の
捻

出
や

研
究

遅
延

へ
の

懸
念

が
あ

る
。

ま
た

、
静

岡
県

に
つ

い
て

は
、

「
ち

き
ゅ

う
」
が

清
水

港
に

停
泊

し
て

い
る

実
績

は
あ

る
が

、
こ

れ
は

清
水

港
が

岸
壁

使
用

料
の

減
免

を
受

け
る

こ
と

が
で

き
る

港
の

一
つ

で
あ

る
こ

と
か

ら
機

材
積

込
み

港
と

し
て

使
用

し
て

い
る

も
の

で
あ

り
、

周
辺

機
関

と
の

共
同

研
究

実
績

は
な

く
、

関
連

の
研

究
集

積
も

乏
し

い
こ

と
か

ら
移

転
に

よ
る

機
能

の
向

上
が

見
込

め
な

い
一

方
デ

メ
リ

ッ
ト

極
小

化
の

工
夫

が
乏

し
い

。
な

お
、

現
状

で
は

効
果

の
あ

る
連

携
に

つ
い

て
は

不
明

確
で

あ
る

も
の

の
、

将
来

的
な

連
携

の
可

能
性

に
つ

い
て

は
、

必
要

に
応

じ
静

岡
県

と
対

象
機

関
の

間
で

検
討

。

兵
庫

県

地
震

津
波

海
域

観
測

研
究

開
発

セ
ン

タ
ー

、
海

底
資

源
研

究
開

発
セ

ン
タ

ー
、

地
球

内
部

物
質

循
環

研
究

分
野

、
海

洋
掘

削
科

学
研

究
開

発
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
「
海

底
火

山
の

観
測

・
研

究
」
に

関
連

す
る

機
能

対
象

機
関

は
、

研
究

船
の

運
用

、
観

測
、

予
測

研
究

等
を

一
体

的
に

運
用

推
進

し
て

い
る

た
め

一
部

機
能

を
切

り
離

し
た

場
合

、
当

該
機

関
の

機
能

の
確

保
が

困
難

で
あ

る
。

ま
た

、
こ

れ
ら

の
研

究
活

動
を

支
え

る
た

め
に

は
、

提
案

を
受

け
て

い
る

セ
ン

タ
ー

固
有

の
設

備
、

人
員

に
加

え
、

共
同

実
験

施
設

や
管

理
部

門
の

人
員

も
移

転
さ

せ
る

必
要

が
あ

り
、

移
転

等
に

伴
う

費
用

の
捻

出
や

、
移

転
等

に
伴

う
研

究
遅

延
へ

の
懸

念
が

あ
る

。
ま

た
、

兵
庫

県
の

提
案

す
る

海
底

火
山

研
究

は
、

国
の

政
策

と
し

て
高

い
優

先
度

に
位

置
づ

け
ら

れ
て

い
る

分
野

で
は

な
く
、

兵
庫

県
側

か
ら

説
明

の
あ

っ
た

神
戸

大
の

海
洋

底
探

査
セ

ン
タ

ー
に

は
ま

だ
他

機
関

の
集

積
の

実
績

は
な

く
機

能
の

向
上

が
見

込
め

な
い

一
方

デ
メ

リ
ッ

ト
極

小
化

の
工

夫
が

乏
し

い
。

し
た

が
っ

て
、

現
状

で
は

効
果

の
あ

る
連

携
に

つ
い

て
は

不
明

確
で

あ
る

も
の

の
、

将
来

的
な

連
携

の
可

能
性

に
つ

い
て

は
、

必
要

に
応

じ
兵

庫
県

と
対

象
機

関
の

間
で

検
討

。

沖
縄

県
海

底
資

源
研

究
開

発
セ

ン
タ

ー
の

地
方

拠
点

の
設

置

対
象

機
関

は
、

研
究

船
の

運
用

、
観

測
、

予
測

研
究

等
を

一
体

的
に

運
用

推
進

し
て

い
る

た
め

一
部

機
能

を
切

り
離

し
た

場
合

、
当

該
機

関
の

機
能

の
確

保
が

困
難

で
あ

る
。

ま
た

、
こ

れ
ら

の
研

究
活

動
を

支
え

る
た

め
に

は
、

提
案

を
受

け
て

い
る

セ
ン

タ
ー

固
有

の
設

備
、

人
員

に
加

え
、

共
同

実
験

施
設

や
管

理
部

門
の

人
員

も
移

転
さ

せ
る

必
要

が
あ

り
、

移
転

等
に

伴
う

費
用

の
捻

出
や

研
究

遅
延

へ
の

懸
念

が
あ

る
。

ま
た

、
沖

縄
県

に
立

地
す

る
研

究
機

関
や

関
連

企
業

と
の

機
関

間
連

携
の

実
績

は
な

く
、

移
転

し
た

場
合

の
具

体
的

な
研

究
内

容
、

連
携

先
が

不
明

で
あ

り
、

機
能

の
向

上
が

見
込

め
な

い
一

方
デ

メ
リ

ッ
ト

極
小

化
の

工
夫

が
乏

し
い

。
な

お
、

将
来

的
な

連
携

の
可

能
性

に
つ

い
て

は
必

要
に

応
じ

検
討

。

（
独

）
医

薬
基

盤
・
健

康
・
栄

養
研

究
所

岡
山

県
国

立
健

康
・
栄

養
研

究
所

の
移

転
対

象
機

関
は

多
く
の

研
究

機
関

・
医

療
機

関
の

協
力

の
下

、
長

年
に

わ
た

り
疫

学
調

査
等

を
継

続
し

て
行

っ
て

お
り

、
移

転
す

る
と

そ
の

機
能

確
保

が
困

難
。

現
在

、
岡

山
県

に
は

全
国

レ
ベ

ル
の

栄
養

健
康

に
係

る
研

究
が

集
積

し
て

い
る

と
は

言
え

ず
、

ま
た

、
研

究
に

つ
い

て
の

交
流

実
績

が
な

く
連

携
効

果
が

見
込

み
難

い
。

な
お

、
今

後
の

研
究

協
力

に
つ

い
て

は
必

要
に

応
じ

検
討

。

（
独

）
農

業
環

境
技

術
研

究
所

大
分

県
生

態
系

計
測

研
究

領
域

、
農

業
環

境
イ

ン
ベ

ン
ト

リ
ー

セ
ン

タ
ー

の
移

転

対
象

機
関

は
つ

く
ば

の
研

究
機

関
で

あ
り

、
来

年
度

に
は

同
じ

く
つ

く
ば

に
所

在
す

る
農

研
機

構
と

統
合

し
、

連
携

に
よ

る
相

乗
効

果
の

創
出

を
目

指
す

こ
と

と
な

っ
て

い
る

が
、

移
転

に
よ

り
こ

の
よ

う
な

効
果

が
期

待
で

き
な

い
こ

と
と

な
る

。
ま

た
、

対
象

機
関

で
は

基
礎

的
研

究
を

行
っ

て
お

り
、

当
該

地
域

へ
の

移
転

に
よ

る
連

携
効

果
は

期
待

で
き

な
い

。
な

お
、

県
か

ら
の

技
術

相
談

に
つ

い
て

対
応

す
る

と
と

も
に

、
今

後
の

研
究

協
力

の
可

能
性

に
つ

い
て

必
要

に
応

じ
検

討
。

（
独

）
水

産
総

合
研

究
セ

ン
タ

ー
三

重
県

開
発

調
査

セ
ン

タ
ー

の
移

転
三

重
県

は
、

主
に

沿
岸

・
養

殖
漁

業
へ

の
寄

与
を

期
待

し
て

い
る

が
、

対
象

機
関

は
遠

洋
・
沖

合
漁

業
を

中
心

に
全

国
各

地
で

研
究

開
発

を
実

施
す

る
も

の
で

あ
り

、
希

望
し

て
い

る
機

能
と

、
対

象
機

関
の

業
務

の
間

で
齟

齬
が

あ
る

。
な

お
、

増
養

殖
に

関
す

る
研

究
に

つ
い

て
は

、
三

重
県

に
あ

る
水

研
セ

ン
タ

ー
増

養
殖

研
究

所
に

よ
る

協
力

等
を

推
進

。

（
独

）
海

洋
研

究
開

発
機

構
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（
別

紙
２

）
別

紙
１

以
外

の
提

案

対
象

機
関

 
提

案
道

府
県

提
案

の
概

要
（
別

紙
1
）
に

掲
載

さ
れ

な
か

っ
た

理
由

生
物

系
特

定
産

業
技

術
研

究
支

援
セ

ン
タ

ー
の

う
ち

、
水

田
生

産
シ

ス
テ

ム
研

究
部

門
の

一
部

研
究

機
能

（
水

田
農

業
に

関
す

る
も

の
）
の

移
転

中
央

農
業

総
合

研
究

セ
ン

タ
ー

の
う

ち
、

水
田

輪
作

シ
ス

テ
ム

研
究

部
門

の
一

部
研

究
機

能
（
水

田
農

業
に

関
す

る
も

の
）
の

移
転

徳
島

県
食

品
総

合
研

究
所

の
食

品
機

能
研

究
領

域
、

食
品

工
学

研
究

領
域

の
全

部
移

転

対
象

機
関

は
つ

く
ば

に
所

在
す

る
我

が
国

唯
一

の
食

品
を

専
門

と
す

る
研

究
機

関
で

あ
り

、
近

隣
の

研
究

所
、

首
都

圏
の

大
学

、
多

数
の

食
品

企
業

と
連

携
し

て
い

る
が

、
移

転
に

よ
り

こ
れ

ら
の

つ
な

が
り

が
失

わ
れ

る
。

一
方

で
、

徳
島

県
に

お
い

て
は

、
来

年
度

、
徳

島
大

学
に

生
物

資
源

産
業

学
部

が
創

設
さ

れ
る

と
の

事
情

は
あ

る
も

の
の

、
現

時
点

で
は

食
品

関
連

分
野

の
研

究
集

積
は

十
分

で
な

く
、

移
転

に
よ

る
デ

メ
リ

ッ
ト

を
上

回
る

メ
リ

ッ
ト

が
期

待
で

き
な

い
。

な
お

、
今

後
の

研
究

協
力

の
可

能
性

に
つ

い
て

必
要

に
応

じ
検

討
。

熊
本

県

次
世

代
型

施
設

園
芸

の
研

究
拠

点
（
地

方
拠

点
）

の
新

設
（
生

物
系

特
定

産
業

技
術

研
究

支
援

セ
ン

タ
ー

及
び

つ
く
ば

野
菜

研
究

拠
点

（
施

設
野

菜
生

産
技

術
に

関
わ

る
研

究
開

発
部

門
）
の

移
転

）

次
世

代
施

設
園

芸
研

究
を

強
化

す
る

と
の

提
案

だ
が

、
九

州
で

は
、

現
在

も
九

州
沖

縄
農

業
研

究
セ

ン
タ

ー
の

筑
後

・
久

留
米

拠
点

（
福

岡
県

）
で

施
設

園
芸

の
研

究
を

実
施

し
て

お
り

、
同

一
分

野
で

の
新

た
な

拠
点

を
同

じ
九

州
の

熊
本

県
に

設
置

す
る

こ
と

は
困

難
。

ま
た

、
生

研
セ

ン
タ

ー
は

、
農

業
機

械
の

検
査

業
務

を
実

施
し

て
お

り
、

民
間

ユ
ー

ザ
ー

の
利

便
性

を
大

き
く
損

な
う

こ
と

か
ら

、
施

設
の

移
転

は
困

難
。

な
お

、
今

後
の

研
究

協
力

の
可

能
性

に
つ

い
て

必
要

に
応

じ
検

討
。

（
独

）
森

林
総

合
研

究
所

岩
手

県
漆

に
関

す
る

研
究

分
野

の
移

転

漆
を

専
門

と
す

る
部

門
、

研
究

者
は

無
く
、

関
係

す
る

研
究

者
は

他
の

分
野

を
主

な
研

究
対

象
と

し
て

い
る

た
め

、
移

転
は

困
難

。
な

お
、

平
成

2
2

年
度

～
2
4
年

度
ま

で
、

岩
手

県
等

と
連

携
し

て
共

同
研

究
を

実
施

し
た

実
績

を
踏

ま
え

、
研

究
協

力
の

検
討

を
提

案
し

た
が

、
県

と
し

て
は

、
今

回
の

提
案

は
あ

く
ま

で
機

関
の

移
転

や
、

研
究

者
の

移
動

を
念

頭
に

置
い

て
お

り
、

研
究

協
力

に
つ

い
て

は
、

今
後

も
こ

れ
ま

で
と

同
様

、
必

要
に

応
じ

て
実

施
し

て
い

き
た

い
旨

意
見

が
示

さ
れ

た
。

茨
城

県
東

京
本

部
の

移
転

理
事

長
と

つ
く
ば

の
研

究
者

と
の

接
触

増
加

に
よ

る
研

究
現

場
の

議
論

の
活

性
化

や
、

つ
く
ば

の
研

究
現

場
と

産
業

界
の

つ
な

が
り

強
化

を
図

り
た

い
と

の
提

案
だ

が
、

現
在

、
対

象
機

関
に

お
い

て
は

、
実

質
的

に
２

本
部

体
制

（
東

京
本

部
及

び
つ

く
ば

本
部

）
を

構
築

し
、

組
織

の
意

思
決

定
（
理

事
会

）
や

研
究

に
関

す
る

企
画

、
広

報
な

ど
は

つ
く
ば

本
部

で
実

施
し

て
お

り
、

理
事

長
は

半
々

の
割

合
で

東
京

本
部

と
つ

く
ば

本
部

に
在

席
す

る
と

と
も

に
、

殆
ど

の
理

事
は

つ
く
ば

に
常

駐
し

て
い

る
。

一
方

、
対

象
機

関
は

、
研

究
の

世
界

を
閉

じ
た

組
織

か
ら

民
間

等
へ

の
「
橋

渡
し

」
機

能
を

充
実

さ
せ

る
方

向
へ

と
改

革
を

進
め

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

り
、

東
京

本
部

の
理

事
長

の
主

た
る

役
割

は
、

民
間

企
業

等
と

の
関

係
構

築
・
強

化
を

通
じ

た
技

術
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

で
あ

る
と

こ
ろ

、
東

京
本

部
を

つ
く
ば

に
移

転
す

る
と

、
当

該
機

能
を

低
下

さ
せ

る
。

な
お

、
必

要
に

応
じ

て
、

産
総

研
の

機
能

強
化

を
引

き
続

き
検

討
す

る
中

で
、

つ
く
ば

と
の

関
係

も
考

慮
し

つ
つ

検
討

。

長
野

県
ナ

ノ
チ

ュ
ー

ブ
実

用
化

研
究

セ
ン

タ
ー

の
長

野
市

へ
の

移
転

（
ナ

ノ
チ

ュ
ー

ブ
技

術
に

関
す

る
信

州
大

と
連

携
し

た
研

究
環

境
の

整
備

）

対
象

機
関

は
つ

く
ば

の
研

究
機

関
で

あ
り

、
当

該
分

野
（
単

層
カ

ー
ボ

ン
ナ

ノ
チ

ュ
ー

ブ
）
で

世
界

最
先

端
の

研
究

成
果

を
出

し
て

い
る

こ
と

、
今

後
実

用
化

が
見

込
ま

れ
る

た
め

当
該

分
野

に
お

け
る

民
間

企
業

と
の

共
同

研
究

を
加

速
す

る
必

要
が

あ
る

こ
と

に
加

え
、

技
術

の
方

式
が

異
な

る
こ

と
か

ら
移

転
先

で
の

連
携

効
果

も
見

込
み

が
た

い
。

な
お

、
今

後
の

研
究

協
力

の
あ

り
方

に
つ

い
て

は
必

要
に

応
じ

て
検

討
。

奈
良

県
生

命
工

学
領

域
（
臨

海
副

都
心

セ
ン

タ
ー

）
の

移
転

提
案

地
域

で
の

研
究

者
レ

ベ
ル

で
の

交
流

や
共

同
研

究
実

績
が

ほ
ぼ

な
く
、

創
薬

研
究

を
支

え
る

十
分

な
人

材
確

保
の

見
込

み
も

な
い

こ
と

か
ら

、
移

転
す

る
と

機
能

確
保

が
困

難
。

ま
た

、
移

転
先

で
の

大
学

・
企

業
と

の
連

携
効

果
も

ほ
ぼ

見
込

め
な

い
。

な
お

、
今

後
の

研
究

協
力

の
あ

り
方

を
必

要
に

応
じ

て
検

討
。

沖
縄

県
創

薬
基

盤
研

究
部

門
の

地
方

拠
点

提
案

地
域

で
の

研
究

者
レ

ベ
ル

で
の

交
流

や
共

同
研

究
実

績
が

ほ
ぼ

な
く
、

創
薬

研
究

を
支

え
る

十
分

な
人

材
確

保
の

見
込

み
も

な
い

こ
と

か
ら

、
移

転
す

る
と

機
能

確
保

が
困

難
。

ま
た

、
移

転
先

で
の

大
学

・
企

業
と

の
連

携
効

果
も

ほ
ぼ

見
込

め
な

い
。

な
お

、
今

後
の

研
究

協
力

の
あ

り
方

を
必

要
に

応
じ

て
検

討
。

（
独

）
農

業
・
食

品
産

業
技

術
総

合
研

究
機

構

中
央

農
研

セ
ン

タ
ー

の
提

案
に

つ
い

て
は

、
全

国
共

通
の

水
田

農
業

研
究

部
門

を
大

仙
市

に
新

設
す

る
も

の
で

あ
る

が
、

秋
田

県
は

冬
期

に
積

雪
が

多
い

こ
と

か
ら

、
水

田
輪

作
の

研
究

が
限

定
さ

れ
、

汎
用

性
の

高
い

研
究

成
果

の
創

出
が

期
待

で
き

な
い

。
ま

た
、

水
田

農
業

の
全

国
共

通
テ

ー
マ

は
、

中
央

農
業

総
合

研
究

セ
ン

タ
ー

、
生

物
系

特
定

産
業

技
術

研
究

支
援

セ
ン

タ
ー

の
ほ

か
、

作
物

研
究

所
、

農
村

工
学

研
究

所
、

農
業

環
境

技
術

研
究

所
等

他
の

農
業

関
係

の
研

究
機

関
、

更
に

は
ＩＣ

Ｔ
や

ロ
ボ

ッ
ト

な
ど

他
分

野
の

研
究

機
関

と
の

連
携

が
必

要
で

あ
り

、
秋

田
県

内
で

は
、

こ
れ

ら
の

連
携

が
不

十
分

と
な

る
こ

と
か

ら
新

設
は

困
難

。
ま

た
、

も
う

一
方

の
提

案
対

象
で

あ
る

生
研

セ
ン

タ
ー

は
、

農
業

機
械

の
検

査
業

務
を

実
施

し
て

お
り

、
民

間
ユ

ー
ザ

ー
の

利
便

性
を

大
き

く
損

な
う

こ
と

か
ら

、
施

設
の

移
転

は
困

難
。

な
お

、
今

後
の

研
究

協
力

の
可

能
性

に
つ

い
て

県
と

意
見

交
換

し
な

が
ら

具
体

的
に

検
討

。

（
独

）
産

業
技

術
総

合
研

究
所

秋
田

県
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（
別

紙
２

）
別

紙
１

以
外

の
提

案

対
象

機
関

 
提

案
道

府
県

提
案

の
概

要
（
別

紙
1
）
に

掲
載

さ
れ

な
か

っ
た

理
由

茨
城

県
産

業
技

術
本

部
ロ

ボ
ッ

ト
・
機

械
シ

ス
テ

ム
部

の
移

転

つ
く
ば

に
フ

ァ
ン

デ
ィ

ン
グ

機
能

が
な

い
こ

と
や

、
ニ

ー
ズ

志
向

の
研

究
者

を
増

や
し

、
研

究
成

果
の

実
用

化
を

実
現

す
る

た
め

に
つ

な
ぎ

人
材

を
増

や
し

た
い

と
の

目
的

か
ら

、
対

象
機

関
の

移
転

を
提

案
。

さ
ら

に
、

対
象

機
関

に
と

っ
て

は
、

研
究

機
関

が
集

積
す

る
つ

く
ば

に
移

転
す

る
こ

と
で

、
目

利
き

能
力

の
向

上
に

資
す

る
と

の
考

え
。

他
方

、
対

象
機

関
は

、
国

の
産

業
技

術
政

策
や

エ
ネ

ル
ギ

ー
・
環

境
政

策
に

基
づ

き
、

開
発

リ
ス

ク
の

高
い

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
政

府
と

一
体

と
な

っ
て

支
援

す
る

た
め

の
フ

ァ
ン

デ
ィ

ン
グ

機
関

。
従

っ
て

、
特

定
の

地
域

に
存

在
す

る
こ

と
で

当
該

地
域

の
採

択
数

が
増

え
る

わ
け

で
は

な
く
、

産
業

集
積

の
創

出
に

つ
な

が
る

も
の

で
は

な
い

。
ま

た
、

目
利

き
能

力
に

つ
い

て
は

、
全

国
の

研
究

機
関

・
企

業
等

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
よ

り
知

見
を

得
る

こ
と

で
一

層
の

向
上

が
期

待
で

き
る

も
の

。
加

え
て

、
一

部
移

転
す

れ
ば

組
織

の
一

体
性

を
損

な
う

こ
と

に
よ

る
業

務
の

効
率

性
が

損
な

わ
れ

る
。

な
お

、
茨

城
県

の
提

案
内

容
を

踏
ま

え
、

つ
く
ば

の
研

究
機

関
の

活
性

化
に

資
す

る
取

組
の

在
り

方
に

つ
い

て
は

、
必

要
に

応
じ

て
協

議
。

山
梨

県
機

構
の

移
転

対
象

機
関

は
、

国
の

産
業

技
術

政
策

や
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
環

境
政

策
に

基
づ

き
、

全
国

を
対

象
と

し
、

開
発

リ
ス

ク
の

高
い

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
政

府
と

一
体

と
な

っ
て

支
援

す
る

た
め

の
フ

ァ
ン

デ
ィ

ン
グ

機
関

で
あ

る
た

め
、

関
係

省
庁

の
近

接
地

か
ら

の
移

転
に

よ
る

機
能

確
保

が
困

難
。

ま
た

、
全

国
の

中
で

「
な

ぜ
そ

こ
に

」
の

説
明

も
困

難
で

あ
り

、
フ

ァ
ン

デ
ィ

ン
グ

機
関

の
特

性
上

、
移

転
先

で
の

大
学

・
企

業
等

と
の

連
携

に
よ

る
効

果
も

見
込

め
な

い
。

な
お

、
県

内
に

は
こ

れ
ま

で
も

対
象

機
関

の
実

施
す

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

参
画

し
て

い
る

大
学

も
あ

り
、

当
該

大
学

を
核

と
し

た
産

学
官

連
携

体
制

に
よ

る
ク

リ
ー

ン
エ

ネ
ル

ギ
ー

分
野

で
の

研
究

等
が

あ
り

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

状
況

を
踏

ま
え

つ
つ

今
後

の
協

力
の

あ
り

方
は

必
要

に
応

じ
て

検
討

。

新
潟

県
石

油
開

発
技

術
本

部
セ

ン
タ

ー
の

移
転

対
象

機
関

の
あ

る
千

葉
県

幕
張

地
域

に
は

、
石

油
・
天

然
ガ

ス
、

メ
タ

ン
ハ

イ
ド

レ
ー

ト
等

に
関

す
る

研
究

の
集

積
が

あ
る

こ
と

、
資

源
外

交
の

観
点

か
ら

成
田

空
港

や
各

国
大

使
館

に
近

い
立

地
が

望
ま

し
い

こ
と

な
ど

、
現

在
地

以
外

の
場

所
に

移
転

す
る

と
そ

の
機

能
確

保
が

困
難

と
な

る
。

な
お

、
今

後
の

研
究

協
力

の
あ

り
方

を
必

要
に

応
じ

て
検

討
。

沖
縄

県
「
白

嶺
」
の

地
方

拠
点

の
設

置
対

象
機

関
は

、
海

洋
鉱

物
資

源
の

探
査

事
業

や
開

発
技

術
の

実
証

事
業

を
行

う
実

施
機

関
で

あ
り

、
移

転
先

で
の

大
学

・
企

業
等

と
の

連
携

効
果

も
見

込
め

な
い

こ
と

に
加

え
、

現
段

階
で

新
設

、
拡

充
の

方
向

性
が

出
さ

れ
て

お
ら

ず
費

用
の

増
大

が
顕

著
。

な
お

、
今

後
の

協
力

の
あ

り
方

を
必

要
に

応
じ

て
検

討
。

（
独

）
海

上
技

術
安

全
研

究
所

長
崎

県
流

体
設

計
系

、
構

造
基

盤
技

術
系

、
海

洋
開

発
系

、
洋

上
再

生
エ

ネ
ル

ギ
ー

開
発

系
、

水
中

工
学

系
の

移
転

県
は

実
証

フ
ィ

ー
ル

ド
を

活
用

し
た

洋
上

風
力

・
潮

流
発

電
一

般
の

研
究

拠
点

を
求

め
て

い
る

が
、

対
象

機
関

が
レ

ギ
ュ

ラ
ト

リ
ー

サ
イ

エ
ン

ス
を

行
う

機
関

で
あ

る
こ

と
を

踏
ま

え
た

も
の

と
し

て
、

具
体

的
に

検
討

す
る

だ
け

の
熟

度
に

達
し

た
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
な

ど
受

入
体

制
の

提
案

が
な

さ
れ

て
い

な
い

。
な

お
、

対
象

機
関

は
こ

れ
ま

で
も

洋
上

風
力

発
電

施
設

の
安

全
基

準
の

基
礎

デ
ー

タ
の

収
集

な
ど

の
協

力
を

行
っ

て
お

り
、

現
状

で
は

効
果

の
あ

る
連

携
に

つ
い

て
は

不
明

確
で

あ
る

も
の

の
、

将
来

的
な

連
携

の
可

能
性

に
つ

い
て

は
、

必
要

に
応

じ
長

崎
県

と
対

象
機

関
の

間
で

検
討

。

２
．

研
修

機
関

、
国

の
政

策
研

究
機

関
等

対
象

機
関

 
提

案
道

府
県

提
案

の
概

要
（
別

紙
1
）
に

掲
載

さ
れ

な
か

っ
た

理
由

長
野

県
駒

ヶ
根

市
に

あ
る

青
年

海
外

協
力

隊
訓

練
所

へ
の

協
力

隊
事

務
局

の
一

部
（
国

内
グ

ル
ー

プ
）
移

転
（
併

設
）

緊
急

時
に

お
け

る
外

務
本

省
や

派
遣

国
の

在
京

大
使

館
と

の
緊

密
迅

速
な

連
携

の
必

要
性

に
加

え
、

青
年

海
外

協
力

隊
員

の
募

集
・
面

接
や

､
帰

国
後

の
就

職
あ

っ
せ

ん
業

務
等

に
つ

い
て

、
機

能
の

維
持

が
見

込
み

難
い

。
国

際
交

流
山

岳
観

光
都

市
に

向
け

た
駒

ケ
根

市
が

進
め

る
「
大

使
村

構
想

」
と

の
相

乗
効

果
を

期
待

し
て

の
提

案
で

あ
る

が
、

「
大

使
村

構
想

」
に

対
し

て
は

、
国

際
交

流
施

策
の

中
で

支
援

を
検

討
。

広
島

県
研

究
部

門
の

移
転

核
軍

縮
・
紛

争
解

決
及

び
紛

争
後

の
復

興
分

野
で

の
国

際
貢

献
に

寄
与

す
る

た
め

、
平

和
に

関
す

る
研

究
集

積
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

提
案

。
提

案
対

象
の

研
究

組
織

は
、

外
務

省
・
国

際
協

力
機

構
が

政
府

開
発

援
助

を
実

施
す

る
に

当
た

っ
て

の
調

査
・
研

究
等

を
行

う
た

め
の

も
の

で
あ

り
、

提
案

の
ニ

ー
ズ

に
合

致
す

る
独

立
し

た
学

術
的

研
究

組
織

で
は

な
い

。
県

か
ら

の
要

望
に

応
じ

、
国

際
平

和
拠

点
と

し
て

の
対

外
発

信
・

共
同

研
究

等
に

つ
い

て
は

、
広

島
県

に
所

在
す

る
J
IC

A
中

国
等

と
の

連
携

の
下

、
国

際
協

力
施

策
の

中
で

支
援

を
検

討
。

（
独

）
国

際
交

流
基

金
岐

阜
県

日
本

語
国

際
セ

ン
タ

ー
の

移
転

海
外

で
日

本
語

を
教

え
る

日
本

語
教

師
の

研
修

を
任

務
と

し
て

い
る

国
際

交
流

基
金

日
本

語
国

際
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
適

任
と

な
る

優
秀

な
日

本
語

教
育

の
講

師
の

確
保

に
つ

い
て

は
、

提
案

さ
れ

た
地

域
に

お
い

て
は

難
し

い
こ

と
、

ま
た

、
現

行
同

様
の

研
修

宿
泊

施
設

の
確

保
に

つ
い

て
の

提
案

も
な

い
。

フ
ィ

ー
ル

ド
と

し
て

の
地

元
の

活
用

に
つ

い
て

は
検

討
。

（
独

）
新

エ
ネ

ル
ギ

ー
・
産

業
技

術
総

合
開

発
機

構

（
独

）
石

油
天

然
ガ

ス
・
金

属
鉱

物
資

源
機

構

（
独

）
国

際
協

力
機

構
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（
別

紙
２

）
別

紙
１

以
外

の
提

案

対
象

機
関

 
提

案
道

府
県

提
案

の
概

要
（
別

紙
1
）
に

掲
載

さ
れ

な
か

っ
た

理
由

島
根

県
人

材
育

成
の

機
能

（
特

に
中

山
間

地
域

の
自

治
組

織
に

か
か

る
研

修
機

能
）
の

移
転

現
在

、
中

山
間

地
域

の
自

治
組

織
に

か
か

る
研

修
は

実
施

し
て

お
ら

ず
、

自
治

体
か

ら
自

治
組

織
に

か
か

る
研

修
実

施
の

要
望

も
受

け
て

い
な

い
。

広
島

県
大

学
校

の
移

転
又

は
平

和
に

関
す

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

一
部

実
施

大
学

校
の

移
転

に
つ

い
て

は
、

現
在

の
研

修
と

同
様

の
内

容
を

実
施

で
き

る
だ

け
の

講
師

の
確

保
が

見
込

み
難

い
。

ま
た

、
国

費
の

増
高

の
抑

制
を

図
る

受
入

体
制

の
具

体
的

検
討

が
な

い
。

平
和

に
関

す
る

研
修

に
つ

い
て

は
実

施
し

て
お

ら
ず

、
自

治
体

か
ら

の
研

修
実

施
の

要
望

も
受

け
て

い
な

い
。

静
岡

県
消

防
大

学
校

の
移

転
又

は
実

践
的

訓
練

機
能

等
の

移
転

地
域

に
お

い
て

研
修

に
必

要
な

施
設

の
用

意
が

な
く
、

国
費

の
増

高
を

抑
制

し
つ

つ
、

機
能

の
維

持
・
確

保
を

図
る

こ
と

が
困

難
。

な
お

、
緊

急
消

防
援

助
隊

と
全

国
自

治
体

と
の

合
同

訓
練

等
の

機
会

を
活

用
し

て
、

陸
上

自
衛

隊
と

一
体

と
し

て
実

践
的

訓
練

を
行

う
な

ど
、

今
後

地
域

と
の

連
携

を
具

体
的

に
検

討
。

富
山

県
消

防
研

究
セ

ン
タ

ー
火

災
災

害
調

査
部

の
移

転

火
災

災
害

調
査

部
は

、
セ

ン
タ

ー
内

技
術

研
究

部
、

消
防

大
学

校
及

び
本

省
消

防
庁

と
一

体
的

に
業

務
を

行
っ

て
お

り
、

政
府

の
危

機
管

理
業

務
に

お
い

て
重

要
な

役
割

を
担

っ
て

い
る

。
ま

た
、

設
備

・
機

器
の

整
備

な
ど

が
必

要
で

あ
り

、
国

費
の

増
高

を
抑

制
し

つ
つ

機
能

の
維

持
・
確

保
を

図
る

こ
と

が
困

難
。

な
お

、
富

山
県

の
提

案
の

趣
旨

を
踏

ま
え

、
消

防
研

究
セ

ン
タ

ー
と

富
山

県
と

の
共

同
研

究
の

実
施

、
消

防
研

究
セ

ン
タ

ー
の

調
査

技
術

会
議

の
富

山
県

で
の

開
催

に
つ

い
て

具
体

的
に

検
討

。

情
報

通
信

政
策

研
究

所
徳

島
県

研
究

所
の

全
部

移
転

対
象

機
関

は
、

研
究

に
つ

い
て

は
政

策
研

究
を

本
省

と
連

携
し

て
行

う
機

関
で

あ
り

、
提

案
の

業
務

は
対

象
と

し
て

い
な

い
。

研
修

に
つ

い
て

は
、

中
央

省
庁

の
職

員
を

対
象

に
、

中
央

省
庁

職
員

が
講

師
と

な
っ

て
実

施
し

て
お

り
、

受
講

生
・
講

師
の

利
便

性
確

保
や

研
修

内
容

の
質

の
確

保
等

が
困

難
。

国
立

保
健

医
療

科
学

院
岐

阜
県

科
学

院
の

全
部

移
転

首
都

圏
の

大
学

等
機

関
に

依
存

し
て

い
る

外
部

講
師

の
確

保
が

困
難

と
な

り
、

ま
た

、
研

修
生

の
利

便
性

も
低

下
。

国
立

感
染

症
研

究
所

沖
縄

県
感

染
症

対
策

を
講

じ
る

部
門

の
地

方
拠

点
の

設
置

対
象

機
関

は
、

国
の

感
染

症
対

策
に

お
い

て
危

機
管

理
対

応
等

を
行

っ
て

お
り

、
組

織
の

分
割

に
よ

り
こ

の
能

力
に

支
障

を
来

す
た

め
、

拠
点

設
置

は
困

難
。

ま
た

、
同

機
関

は
、

産
業

振
興

に
資

す
る

機
関

で
は

な
く
、

移
転

の
効

果
が

見
込

め
な

い
。

な
お

、
現

地
の

感
染

症
対

策
は

地
方

自
治

体
の

事
務

で
あ

り
、

職
員

の
訓

練
等

の
支

援
に

つ
い

て
は

、
国

立
研

究
所

で
実

施
可

能
。

国
立

医
薬

品
食

品
衛

生
研

究
所

富
山

県
薬

品
部

の
移

転
平

成
２

８
年

度
の

川
崎

市
へ

の
全

面
移

転
に

向
け

て
、

建
築

工
事

中
。

薬
品

部
は

、
他

部
局

と
一

体
的

な
研

究
を

行
っ

て
お

り
、

部
分

移
転

に
よ

る
機

能
の

維
持

は
困

難
。

北
海

道
研

修
所

の
移

転
(北

見
市

も
し

く
は

北
斗

市
）

主
に

中
央

省
庁

の
職

員
を

対
象

に
、

中
央

省
庁

職
員

が
講

師
と

な
っ

て
実

施
す

る
研

修
で

あ
り

、
省

庁
の

近
郊

以
外

の
立

地
に

よ
る

効
果

・
効

率
の

向
上

は
見

込
み

難
い

。
研

修
の

部
分

実
施

に
つ

い
て

も
国

費
の

増
高

の
抑

制
や

、
全

国
で

様
々

な
取

組
が

な
さ

れ
る

中
で

な
ぜ

そ
こ

で
実

施
す

る
の

か
の

説
明

が
困

難
。

な
お

、
農

林
水

産
省

で
は

現
地

実
態

を
把

握
す

る
た

め
、

全
国

の
市

町
村

に
お

い
て

１
か

月
間

の
農

山
漁

村
派

遣
研

修
を

実
施

。

石
川

県
本

所
の

移
転

（
研

修
内

容
の

追
加

・
変

更
に

よ
る

研
修

の
機

能
強

化
含

む
）

主
に

中
央

省
庁

の
職

員
を

対
象

に
、

中
央

省
庁

職
員

が
講

師
と

な
っ

て
実

施
す

る
研

修
で

あ
り

、
省

庁
の

近
郊

以
外

の
立

地
に

よ
る

効
果

・
効

率
の

向
上

は
見

込
み

難
い

。
研

修
の

部
分

実
施

に
つ

い
て

も
国

費
の

増
高

の
抑

制
や

、
全

国
で

様
々

な
取

組
が

な
さ

れ
る

中
で

な
ぜ

そ
こ

で
実

施
す

る
の

か
の

説
明

が
困

難
。

な
お

、
農

林
水

産
省

で
は

現
地

実
態

を
把

握
す

る
た

め
、

全
国

の
市

町
村

に
お

い
て

１
か

月
間

の
農

山
漁

村
派

遣
研

修
を

実
施

。

自
治

大
学

校

消
防

大
学

校

農
林

水
産

研
修

所
（
1
/
2
）
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（
別

紙
２

）
別

紙
１

以
外

の
提

案

対
象

機
関

 
提

案
道

府
県

提
案

の
概

要
（
別

紙
1
）
に

掲
載

さ
れ

な
か

っ
た

理
由

徳
島

県
本

所
の

全
部

移
転

主
に

中
央

省
庁

の
職

員
を

対
象

に
、

中
央

省
庁

職
員

が
講

師
と

な
っ

て
実

施
す

る
研

修
で

あ
り

、
省

庁
の

近
郊

以
外

の
立

地
に

よ
る

効
果

・
効

率
の

向
上

は
見

込
み

難
い

。
研

修
の

部
分

実
施

に
つ

い
て

も
国

費
の

増
高

の
抑

制
や

、
全

国
で

様
々

な
取

組
が

な
さ

れ
る

中
で

な
ぜ

そ
こ

で
実

施
す

る
の

か
の

説
明

が
困

難
。

な
お

、
農

林
水

産
省

で
は

現
地

実
態

を
把

握
す

る
た

め
、

全
国

の
市

町
村

に
お

い
て

１
か

月
間

の
農

山
漁

村
派

遣
研

修
を

実
施

。

兵
庫

県
研

修
所

の
移

転

主
に

中
央

省
庁

の
職

員
を

対
象

に
、

中
央

省
庁

職
員

が
講

師
と

な
っ

て
実

施
す

る
研

修
で

あ
り

、
省

庁
の

近
郊

以
外

の
立

地
に

よ
る

効
果

・
効

率
の

向
上

は
見

込
み

難
い

。
研

修
の

部
分

実
施

に
つ

い
て

も
国

費
の

増
高

の
抑

制
や

、
全

国
で

様
々

な
取

組
が

な
さ

れ
る

中
で

な
ぜ

そ
こ

で
実

施
す

る
の

か
の

説
明

が
困

難
。

な
お

、
農

林
水

産
省

で
は

現
地

実
態

を
把

握
す

る
た

め
、

全
国

の
市

町
村

に
お

い
て

１
か

月
間

の
農

山
漁

村
派

遣
研

修
を

実
施

。

岩
手

県
本

所
及

び
林

業
機

械
化

セ
ン

タ
ー

（
群

馬
県

沼
田

市
）
の

移
転

現
在

実
施

し
て

い
る

研
修

内
容

を
前

提
と

し
た

移
転

・
拠

点
の

設
置

は
、

受
講

生
・
講

師
の

利
便

性
確

保
の

観
点

や
近

隣
で

の
多

様
な

見
学

場
所

の
確

保
の

難
し

さ
等

か
ら

困
難

。
研

修
の

部
分

実
施

に
つ

い
て

も
国

費
の

増
高

の
抑

制
や

、
全

国
の

中
で

な
ぜ

そ
こ

で
実

施
す

る
の

か
の

説
明

が
困

難
。

な
お

、
必

要
に

応
じ

、
県

と
連

携
し

て
林

業
関

係
の

人
材

育
成

を
推

進
。

栃
木

県
本

所
の

移
転

現
在

実
施

し
て

い
る

研
修

内
容

を
前

提
と

し
た

移
転

・
拠

点
の

設
置

は
、

受
講

生
・
講

師
の

利
便

性
確

保
の

観
点

や
近

隣
で

の
多

様
な

見
学

場
所

の
確

保
の

難
し

さ
等

か
ら

困
難

。
研

修
の

部
分

実
施

に
つ

い
て

も
国

費
の

増
高

の
抑

制
や

、
全

国
の

中
で

な
ぜ

そ
こ

で
実

施
す

る
の

か
の

説
明

が
困

難
。

な
お

、
必

要
に

応
じ

、
県

と
連

携
し

て
林

業
関

係
の

人
材

育
成

を
推

進
。

群
馬

県
本

所
の

移
転

現
在

実
施

し
て

い
る

研
修

内
容

を
前

提
と

し
た

移
転

・
拠

点
の

設
置

は
、

受
講

生
・
講

師
の

利
便

性
確

保
の

観
点

や
近

隣
で

の
多

様
な

見
学

場
所

の
確

保
の

難
し

さ
等

か
ら

困
難

。
研

修
の

部
分

実
施

に
つ

い
て

も
国

費
の

増
高

の
抑

制
や

、
全

国
の

中
で

な
ぜ

そ
こ

で
実

施
す

る
の

か
の

説
明

が
困

難
。

な
お

、
必

要
に

応
じ

、
県

と
連

携
し

て
林

業
関

係
の

人
材

育
成

を
推

進
。

長
野

県
本

所
を

塩
尻

市
へ

移
転

（
長

野
県

林
業

総
合

セ
ン

タ
ー

と
同

一
敷

地
に

設
置

）

現
在

実
施

し
て

い
る

研
修

内
容

を
前

提
と

し
た

移
転

・
拠

点
の

設
置

は
、

受
講

生
・
講

師
の

利
便

性
確

保
の

観
点

や
近

隣
で

の
多

様
な

見
学

場
所

の
確

保
の

難
し

さ
等

か
ら

困
難

。
研

修
の

部
分

実
施

に
つ

い
て

も
国

費
の

増
高

の
抑

制
や

、
全

国
の

中
で

な
ぜ

そ
こ

で
実

施
す

る
の

か
の

説
明

が
困

難
。

な
お

、
必

要
に

応
じ

、
県

と
連

携
し

て
林

業
関

係
の

人
材

育
成

を
推

進
。

三
重

県
本

所
の

移
転

現
在

実
施

し
て

い
る

研
修

内
容

を
前

提
と

し
た

移
転

・
拠

点
の

設
置

は
、

受
講

生
・
講

師
の

利
便

性
確

保
の

観
点

や
近

隣
で

の
多

様
な

見
学

場
所

の
確

保
の

難
し

さ
等

か
ら

困
難

。
研

修
の

部
分

実
施

に
つ

い
て

も
国

費
の

増
高

の
抑

制
や

、
全

国
の

中
で

な
ぜ

そ
こ

で
実

施
す

る
の

か
の

説
明

が
困

難
。

な
お

、
必

要
に

応
じ

、
県

と
連

携
し

て
林

業
関

係
の

人
材

育
成

を
推

進
。

島
根

県
本

所
の

移
転

現
在

実
施

し
て

い
る

研
修

内
容

を
前

提
と

し
た

移
転

・
拠

点
の

設
置

は
、

受
講

生
・
講

師
の

利
便

性
確

保
の

観
点

や
近

隣
で

の
多

様
な

見
学

場
所

の
確

保
の

難
し

さ
等

か
ら

困
難

。
研

修
の

部
分

実
施

に
つ

い
て

も
国

費
の

増
高

の
抑

制
や

、
全

国
の

中
で

な
ぜ

そ
こ

で
実

施
す

る
の

か
の

説
明

が
困

難
。

な
お

、
必

要
に

応
じ

、
県

と
連

携
し

て
林

業
関

係
の

人
材

育
成

を
推

進
。

徳
島

県
研

修
所

の
全

部
移

転
現

在
実

施
し

て
い

る
研

修
内

容
を

前
提

と
し

た
移

転
・
拠

点
の

設
置

は
、

受
講

生
・
講

師
の

利
便

性
確

保
の

観
点

や
近

隣
で

の
多

様
な

見
学

場
所

の
確

保
の

難
し

さ
等

か
ら

困
難

。
研

修
の

部
分

実
施

に
つ

い
て

も
国

費
の

増
高

の
抑

制
や

、
全

国
の

中
で

な
ぜ

そ
こ

で
実

施
す

る
の

か
の

説
明

が
困

難
。

な
お

、
必

要
に

応
じ

、
県

と
連

携
し

て
林

業
関

係
の

人
材

育
成

を
推

進
。

大
分

県
西

日
本

の
研

修
者

を
対

象
に

し
た

拠
点

の
設

置
現

在
実

施
し

て
い

る
研

修
内

容
を

前
提

と
し

た
移

転
・
拠

点
の

設
置

は
、

受
講

生
・
講

師
の

利
便

性
確

保
の

観
点

や
近

隣
で

の
多

様
な

見
学

場
所

の
確

保
の

難
し

さ
等

か
ら

困
難

。
研

修
の

部
分

実
施

に
つ

い
て

も
国

費
の

増
高

の
抑

制
や

、
全

国
の

中
で

な
ぜ

そ
こ

で
実

施
す

る
の

か
の

説
明

が
困

難
。

な
お

、
必

要
に

応
じ

、
県

と
連

携
し

て
林

業
関

係
の

人
材

育
成

を
推

進
。

国
土

交
通

大
学

校
群

馬
県

小
平

本
校

の
移

転
主

と
し

て
公

務
員

を
対

象
と

す
る

座
学

を
中

心
と

し
た

研
修

機
関

。
全

国
の

中
で

な
ぜ

そ
の

県
で

実
施

す
る

か
説

明
が

困
難

。
受

講
生

・
講

師
の

利
便

性
確

保
等

が
困

難
で

あ
る

と
と

も
に

、
宿

泊
施

設
に

つ
い

て
は

既
存

施
設

等
の

提
案

は
な

く
、

国
費

の
増

高
を

抑
制

し
つ

つ
機

能
の

維
持

・
向

上
を

図
る

こ
と

が
困

難
。

な
お

、
必

要
に

応
じ

、
県

と
連

携
し

て
国

土
交

通
政

策
関

係
の

人
材

育
成

を
推

進
。

森
林

技
術

総
合

研
修

所

農
林

水
産

研
修

所
（
2
/
2
）

7
 /

 9
 ペ

ー
ジ



（
別

紙
２

）
別

紙
１

以
外

の
提

案

対
象

機
関

 
提

案
道

府
県

提
案

の
概

要
（
別

紙
1
）
に

掲
載

さ
れ

な
か

っ
た

理
由

宮
城

県
研

修
所

の
全

部
移

転
主

と
し

て
公

務
員

を
対

象
と

す
る

座
学

を
中

心
と

し
た

研
修

機
関

。
受

講
生

・
講

師
の

利
便

性
確

保
や

研
修

内
容

の
質

の
確

保
等

が
困

難
で

あ
る

と
と

も
に

、
研

修
施

設
は

既
存

施
設

を
想

定
す

る
が

、
宿

泊
施

設
は

民
間

施
設

を
想

定
し

て
お

り
、

必
要

と
な

る
設

備
も

周
辺

で
確

保
が

見
込

ま
れ

ず
、

国
費

の
増

高
を

抑
制

し
つ

つ
機

能
の

維
持

・
向

上
が

困
難

。
な

お
、

必
要

に
応

じ
、

県
と

連
携

し
て

環
境

関
係

の
人

材
育

成
を

推
進

。

三
重

県
研

修
所

の
全

部
移

転
主

と
し

て
公

務
員

を
対

象
と

す
る

座
学

を
中

心
と

し
た

研
修

機
関

。
受

講
生

・
講

師
の

利
便

性
確

保
や

研
修

内
容

の
質

の
確

保
等

が
困

難
で

あ
る

と
と

も
に

、
研

修
施

設
は

既
存

施
設

を
想

定
す

る
が

、
宿

泊
施

設
は

民
間

施
設

を
想

定
。

必
要

と
な

る
設

備
も

周
辺

で
確

保
が

見
込

ま
れ

ず
、

国
費

の
増

高
を

抑
制

し
つ

つ
機

能
の

維
持

・
向

上
が

困
難

。
な

お
、

必
要

に
応

じ
、

県
と

連
携

し
て

環
境

関
係

の
人

材
育

成
を

推
進

。

兵
庫

県
研

修
所

の
全

部
移

転

主
と

し
て

公
務

員
を

対
象

と
す

る
座

学
を

中
心

と
し

た
研

修
機

関
。

受
講

生
・
講

師
の

利
便

性
確

保
や

研
修

内
容

の
質

の
確

保
等

が
困

難
で

あ
る

と
と

も
に

、
研

修
施

設
は

既
存

施
設

を
想

定
す

る
が

修
復

等
が

必
要

で
あ

り
、

宿
泊

施
設

は
新

設
又

は
遠

距
離

に
あ

る
廃

止
予

定
の

職
員

住
宅

を
想

定
。

必
要

と
な

る
設

備
も

周
辺

で
確

保
が

見
込

ま
れ

ず
、

国
費

の
増

高
を

抑
制

し
つ

つ
機

能
の

維
持

・
向

上
が

困
難

。
な

お
、

必
要

に
応

じ
、

県
と

連
携

し
て

環
境

関
係

の
人

材
育

成
を

推
進

。

香
川

県
研

修
所

の
全

部
移

転
主

と
し

て
公

務
員

を
対

象
と

す
る

座
学

を
中

心
と

し
た

研
修

機
関

。
受

講
生

・
講

師
の

利
便

性
確

保
や

研
修

内
容

の
質

の
確

保
等

が
困

難
で

あ
る

と
と

も
に

、
研

修
施

設
は

既
存

施
設

を
想

定
す

る
が

、
宿

泊
施

設
は

民
間

施
設

を
想

定
。

必
要

と
な

る
設

備
も

周
辺

で
確

保
が

見
込

ま
れ

ず
、

国
費

の
増

高
を

抑
制

し
つ

つ
機

能
の

維
持

・
向

上
の

説
明

が
困

難
。

な
お

、
必

要
に

応
じ

、
県

と
連

携
し

て
環

境
関

係
の

人
材

育
成

を
推

進
。

陸
上

自
衛

隊
輸

送
学

校
大

分
県

輸
送

学
校

の
全

部
移

転
提

案
機

関
に

お
い

て
は

、
首

都
圏

の
国

際
空

港
や

国
際

港
、

民
間

物
流

企
業

等
と

も
連

携
し

つ
つ

部
隊

等
の

輸
送

任
務

の
教

育
訓

練
を

行
う

と
と

も
に

、
緊

急
災

害
時

に
は

防
衛

省
本

省
に

お
け

る
全

国
を

対
象

と
し

た
指

揮
系

統
の

下
、

輸
送

業
務

を
迅

速
に

行
う

必
要

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

移
転

す
る

と
こ

う
し

た
機

能
の

維
持

が
困

難
。

３
．

事
業

実
施

機
関

対
象

機
関

 
提

案
道

府
県

提
案

の
概

要
（
別

紙
1
）
に

掲
載

さ
れ

な
か

っ
た

理
由

(
独

)
国

立
公

文
書

館
群

馬
県

保
管

機
能

の
設

置
国

会
及

び
政

府
に

お
い

て
新

た
な

国
立

公
文

書
館

建
設

に
向

け
た

議
論

が
行

わ
れ

て
い

る
中

、
現

状
で

は
、

現
在

検
討

中
の

も
の

及
び

既
存

施
設

以
外

に
、

さ
ら

に
施

設
を

整
備

す
る

必
要

性
が

想
定

さ
れ

な
い

。

（
独

）
統

計
セ

ン
タ

ー
鳥

取
県

統
計

編
成

部
「
統

計
編

成
主

幹
」
の

移
転

（
マ

ン
パ

ワ
ー

に
よ

る
集

計
機

能
や

自
由

回
答

の
集

計
機

能
を

担
う

統
計

編
成

部
統

計
編

成
主

幹
の

移
転

）

全
国

の
中

で
な

ぜ
鳥

取
県

か
が

不
明

確
。

ま
た

、
国

に
と

っ
て

の
メ

リ
ッ

ト
や

地
域

の
発

展
へ

の
寄

与
が

不
明

確
。

さ
ら

に
、

対
象

機
関

は
総

務
省

統
計

局
と

一
体

と
な

っ
て

業
務

を
担

っ
て

お
り

、
緊

密
な

連
携

が
必

要
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
提

案
地

域
へ

の
移

転
に

よ
る

機
能

の
確

保
・
向

上
が

困
難

。

（
独

）
日

本
ス

ポ
ー

ツ
振

興
セ

ン
タ

ー
岐

阜
県

国
立

ス
ポ

ー
ツ

科
学

セ
ン

タ
ー

の
高

地
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
エ

リ
ア

支
所

の
新

設

国
立

ス
ポ

ー
ツ

科
学

セ
ン

タ
ー

と
全

国
各

地
の

ス
ポ

ー
ツ

施
設

や
ス

ポ
ー

ツ
医

・
科

学
セ

ン
タ

ー
等

が
連

携
し

て
、

我
が

国
の

国
際

競
技

力
の

向
上

の
効

率
的

な
環

境
整

備
を

進
め

て
い

る
中

、
受

入
体

制
や

研
究

集
積

が
十

分
で

な
い

地
域

で
の

支
所

の
新

設
に

つ
い

て
は

、
組

織
の

肥
大

化
を

抑
制

し
た

形
で

、
機

能
の

維
持

向
上

を
図

る
こ

と
が

見
込

め
な

い
。

国
立

ス
ポ

ー
ツ

科
学

セ
ン

タ
ー

と
岐

阜
県

の
関

係
機

関
の

連
携

に
つ

い
て

は
、

2
0
2
0
年

以
降

を
見

据
え

た
ス

ポ
ー

ツ
医

科
学

振
興

方
策

の
中

で
、

必
要

に
応

じ
検

討
。

環
境

調
査

研
修

所

8
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（
別

紙
２

）
別

紙
１

以
外

の
提

案

対
象

機
関

 
提

案
道

府
県

提
案

の
概

要
（
別

紙
1
）
に

掲
載

さ
れ

な
か

っ
た

理
由

福
島

県
支

所
の

設
置

（
相

談
業

務
、

審
査

業
務

、
Ｑ

Ｍ
Ｓ

適
合

性
調

査
、

Ｇ
Ｌ

Ｐ
調

査
業

務
の

移
転

）

相
談

業
務

等
の

経
費

は
受

益
者

（
製

薬
企

業
等

）
の

手
数

料
で

賄
っ

て
お

り
、

現
状

で
は

ニ
ー

ズ
が

少
な

い
中

、
地

方
拠

点
の

設
置

は
、

手
数

料
の

増
額

や
、

財
政

状
況

の
悪

化
・
組

織
運

営
の

支
障

を
来

す
恐

れ
が

あ
る

。
ま

た
、

医
薬

品
等

の
審

査
等

業
務

は
各

部
門

が
連

携
し

て
実

施
し

て
お

り
、

一
部

業
務

の
移

転
は

極
め

て
非

効
率

と
な

り
、

医
薬

品
・
医

療
機

器
の

迅
速

な
審

査
が

目
標

と
さ

れ
て

い
る

対
象

機
関

に
と

っ
て

、
拠

点
の

設
置

は
困

難
。

な
お

、
必

要
に

応
じ

、
出

張
個

別
面

談
制

度
を

活
用

す
る

。

大
阪

府
再

生
医

療
分

野
の

審
査

機
能

の
関

西
支

部
へ

の
権

限
移

譲

再
生

医
療

に
つ

い
て

は
、

先
端

的
か

つ
新

た
な

分
野

で
あ

る
た

め
、

他
の

審
査

部
門

等
と

連
携

し
な

が
ら

審
査

の
質

の
向

上
に

努
め

る
こ

と
が

必
要

で
あ

り
、

機
能

の
分

散
は

困
難

。
加

え
て

、
当

分
野

の
分

割
は

組
織

運
営

に
と

っ
て

極
め

て
非

効
率

と
な

り
、

医
薬

品
・
医

療
機

器
の

迅
速

な
審

査
が

目
標

と
さ

れ
て

い
る

対
象

機
関

に
と

っ
て

実
施

は
困

難
。

関
西

支
部

の
相

談
機

能
を

有
効

に
活

用
し

つ
つ

、
今

後
も

、
連

絡
調

整
を

実
施

。

宮
崎

県
地

方
拠

点
の

設
置

相
談

業
務

等
の

経
費

は
受

益
者

（
製

薬
企

業
等

）
の

手
数

料
で

賄
っ

て
お

り
、

現
状

で
は

ニ
ー

ズ
が

少
な

い
中

、
地

方
拠

点
の

設
置

は
、

手
数

料
の

増
額

や
、

財
政

状
況

の
悪

化
・
組

織
運

営
の

支
障

を
来

す
恐

れ
が

あ
る

。
ま

た
、

医
薬

品
等

の
審

査
等

業
務

は
各

部
門

が
連

携
し

て
実

施
し

て
お

り
、

一
部

業
務

の
移

転
は

極
め

て
非

効
率

と
な

り
、

医
薬

品
・
医

療
機

器
の

迅
速

な
審

査
が

目
標

と
さ

れ
て

い
る

対
象

機
関

に
と

っ
て

、
拠

点
の

設
置

は
困

難
。

な
お

、
必

要
に

応
じ

、
出

張
個

別
面

談
制

度
を

活
用

す
る

。

新
潟

県
知

財
人

材
部

及
び

知
財

活
用

セ
ン

タ
ー

が
行

う
業

務
の

移
転

対
象

機
関

は
特

許
庁

職
員

や
サ

ー
チ

ャ
ー

向
け

の
研

修
機

関
で

あ
る

た
め

、
移

転
に

よ
る

地
域

経
済

へ
の

効
果

は
見

込
め

ず
、

ま
た

、
高

度
な

特
許

情
報

の
検

索
端

末
が

必
要

な
た

め
、

運
営

の
効

率
性

及
び

機
能

維
持

の
観

点
か

ら
移

転
は

困
難

。
新

潟
県

が
移

転
を

提
案

し
て

い
る

中
小

企
業

向
け

研
修

も
年

間
数

回
程

度
実

施
し

て
い

る
が

、
独

立
行

政
法

人
の

事
務

・
事

業
見

直
し

の
中

で
、

民
間

で
で

き
る

研
修

は
縮

小
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
お

り
、

今
後

は
全

国
一

律
で

利
用

で
き

る
デ

ジ
タ

ル
教

材
の

提
供

や
、

e
ラ

ー
ニ

ン
グ

へ
と

転
換

し
て

い
く
方

針
。

な
お

、
地

方
に

お
け

る
対

面
型

研
修

の
ニ

ー
ズ

に
対

し
て

は
、

経
済

産
業

局
特

許
室

等
が

実
施

す
る

中
小

企
業

向
け

セ
ミ

ナ
ー

等
を

通
じ

た
人

材
育

成
へ

の
協

力
の

あ
り

方
を

検
討

。

愛
知

県
知

的
財

産
に

係
る

人
材

育
成

機
能

の
移

転
対

象
機

関
は

特
許

庁
職

員
や

サ
ー

チ
ャ

ー
向

け
の

研
修

機
関

で
あ

る
た

め
、

移
転

に
よ

る
地

域
経

済
へ

の
効

果
は

見
込

め
ず

、
ま

た
、

高
度

な
特

許
情

報
の

検
索

端
末

が
必

要
な

た
め

、
運

営
の

効
率

性
及

び
機

能
維

持
の

観
点

か
ら

移
転

は
困

難
。

な
お

、
経

済
産

業
局

特
許

室
等

が
実

施
す

る
中

小
企

業
向

け
セ

ミ
ナ

ー
等

を
通

じ
た

人
材

育
成

へ
の

協
力

の
あ

り
方

を
検

討
。

（
独

）
製

品
評

価
技

術
基

盤
機

構
沖

縄
県

バ
イ

オ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
部

門
生

物
資

源
の

収
集

保
存

、
機

能
性

評
価

部
分

の
移

転

対
象

機
関

の
移

転
に

よ
り

バ
イ

オ
産

業
の

振
興

を
し

た
い

と
の

提
案

で
あ

る
が

、
提

案
県

で
は

生
物

資
源

の
評

価
が

十
分

に
行

わ
れ

て
お

ら
ず

、
適

切
な

評
価

シ
ス

テ
ム

も
未

構
築

で
あ

る
た

め
、

移
転

に
よ

る
対

象
機

関
の

機
能

確
保

・
向

上
が

見
込

め
な

い
。

な
お

、
県

が
有

す
る

生
物

資
源

の
活

用
に

向
け

た
協

力
の

あ
り

方
を

必
要

に
応

じ
て

検
討

。

（
独

）
工

業
所

有
権

情
報

・
研

修
館

(独
)医

薬
品

医
療

機
器

総
合

機
構
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（
注
）
道
府
県
等
と
関
係
府
省
庁
等
と
の
意
見
交
換
の
対
象
と
な
っ
た
も
の
の
う
ち
、
別
紙
１
以
外
の
提
案
と
し
て
整
理
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。




